
JCF
「日本の皆さんのために祈っています！」「皆さんにはこの危機を乗り越える強さがある」　イラクの子ども達からの応援メッセージ





ベトカからお見舞い

モスクワのイリーナさんから、メールが届きました。

今どうしていますか？日本で起こっていることは信じがたい。チェ

ルノブイリ事故に似ています。気をつけてくださいね！　

ベトカのナジェージダ院長からのお手紙です。

『親愛なる　皆さま

ベトカ中央病院の職員は悲劇の渦中にある皆さまとすべての日本国

民の皆さまに、お見舞い申し上げます。日本の皆さまの英知と思い

やりが、悲劇に打ち勝ち、生活の再建に向かうことを願っています。

	 	 	 	 	 ナジェージダ・ジミナ　　』

頑張ってくださいね。

	 	 	 	 	 	 	 イリーナ・N　

　　　　　　　　　

Уважаемие　 Друдья

Учреждение    　здравоохранения 　    "Ветковская          

  центральная        　районная         больница 　выражает 　

глубокое    собалезнование    　Вам и 　в 　Вашем　 лице 　　　

всему 　японскому 　народу 　в 　связи 　с 　трагическими 

событиями　 в 　Вашей 　стране. 　Надеемся　, что 　мудрость

и 　душевная 　стойкость, 　присущая 　японскому 　народу 

помогут 　Вам 　преодолеть  　последствия 　трагедии и 　

возвратиться 　к 　созидательной　жизни..                                        

　　　　　　　　　　　　　　　　Надежда Зимина 
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チェルノブイリから 25 年

福島原発事故被災者への緊急支援始まる

地震で家が崩壊した。身内が津波で亡くなった。原

発震災で、避難しなければならない。南相馬市の避

難所には、先行きの見えない不安を抱えながら、過

ごす人たちがいる。眠れない。便秘になった。風邪

をひいても、薬が無い。

諏訪中央病院の医療チームと JCF は、食料・生活支

援品・薬を持って、福島県南相馬市に向かった。

南相馬の避難所（原第一小学校）で診察する諏訪中央病院医師

地震で家が崩壊した。身内が津波で亡くなった。原

発震災で、避難しなければならない。南相馬市の避

難所には、先行きの見えない不安を抱えながら、過

ごす人たちがいる。眠れない。便秘になった。風邪

をひいても、薬が無い。

諏訪中央病院の医療チームと JCF は、食料・生活支

援品・薬を持って、福島県南相馬市に向かった。
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３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
9.0
の
大
地
震
が
、
東
北
関
東
沖
で

起
こ
り
、
未
曾
有
の
大
津
波
が
岩
手
・
宮
城
・

福
島
・
茨
城
・
関
東
地
方
の
海
岸
に
押
し
寄

せ
た
。
５
ｍ
以
上
の
大
波
が
、
漁
船
や
車
、

家
々
を
飲
み
込
ん
で
い
く
様
が
Ｔ
Ｖ
に
映
し

出
さ
れ
る
と
、体
全
体
が
恐
怖
に
捉
わ
れ
る
。

　
翌
12
日
、
夕
方
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
電
話
が

入
っ
た
。
タ
チ
ヤ
ー
ナ
・
ブ
ジ
リ
ー
ナ
（
タ
ー

ニ
ャ
）
か
ら
だ
っ
た
。

「
神
谷
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
？

　
Ｊ
Ｃ
Ｆ

の
皆
さ
ん
は
大
丈
夫
？
」

　
彼
女
と
話
す
の
は
、
５
年
ぶ
り
だ
っ
た
。

実
は
、
朝
か
ら
福
島
第
一
原
発
で
大
気
中
に

通
常
の
１
０
０
０
倍
の
放
射
性
物
質
が
検
出

さ
れ
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
き
か

ら
、
と
ん
で
も
な
い
事
が
お
き
て
し
ま
っ
た

と
心
休
ま
る
時
が
な
か
っ
た
。
タ
ー
ニ
ャ
は

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ゴ
メ
リ
、
チ
ェ
チ
ェ
ル
ス
ク

の
保
健
局
の
放
射
能
測
定
士
だ
っ
た
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
で
は
原
発
か
ら
２
０
０

キ
ロ
近
く
離
れ
た
地
で
も
、
大
気
に
拡
散
し

た
放
射
性
物
質
が
風
に
運
ば
れ
、
フ
ォ
ー
ル

ア
ウ
ト
し
、
原
発
近
く
の
ゾ
ー
ン
と
同
じ
位

汚
染
さ
れ
た
。
彼
女
は
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」
と

い
う
測
定
器
で
土
壌
の
定
点
観
測
を
し
、
食

べ
物
の
汚
染
調
査
を
続
け
た
。「
私
た
ち
に

は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
は
初
め
て
の

経
験
だ
っ
た
。
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
広
島
・
長
崎
を
経

験
し
た
日
本
人
が
、
支
援
に
来
て
く
れ
た
」

と
言
っ
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
と
協
力
し
て
、
子
ど
も

達
の
検
診
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

　
そ
の
タ
ー
ニ
ャ
が
、
モ
ス
ク
ワ
で
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
、
心
配
の
電
話
を
く
れ
た
の
だ
。

な
ん
だ
か
情
け
な
く
、
切
な
か
っ
た
。

未
曾
有
の
天
災
、
原
発
震
災
に

大
惨
事
の
地
、
南
相
馬
へ
の
支
援

神
谷
さ
だ
子
（
Ｊ
Ｃ
Ｆ
事
務
局
長
）

津波が押し寄せ、漁船や車が汚泥の中に埋もれていた（南相馬市）
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そ
の
後
の
、
炉
心
溶
融
、
水
素
ガ
ス
爆
発
、

ピ
ッ
ト
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
海
水
へ
の
漏

れ
な
ど
、
東
京
電
力
で
は
、
原
子
炉
の
破
損

状
態
が
把
握
で
き
ず
に
、
応
急
処
置
で
辻
褄

あ
わ
せ
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
と
思

え
て
く
る
。

　
大
気
中
の
汚
染
度
が
発
表
さ
れ「
こ
れ
は
、

人
体
に
影
響
を
与
え
る
数
値
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
繰
り
返
す
記
者
会
見
に
は
、
辟
易
し

た
。

　
誰
も
低
線
量
内
部
被
曝
に
つ
い
て
、
知
識

が
無
い
の
だ
ろ
う
か
。わ
ず
か
な
線
量
で
も
、

皮
膚
や
経
口
か
ら
被
曝
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
損
傷

す
る
危
惧
が
あ
る
。
特
に
乳
幼
児
や
児
童
は

リ
ス
ク
が
高
い
。
こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
可
能

性
の
あ
る
40
才
以
下
の
女
性
た
ち
は
特
に
気

を
つ
け
た
い
。

　
そ
し
て
、
懸
念
し
て
い
た
風
評
被
害
も
広

が
っ
て
い
る
。汚
染
地
域
の
露
地
物
野
菜
は
、

気
を
つ
け
た
い
と
呼
び
か
け
て
い
た
が
、
離

れ
た
群
馬
県
産
の
野
菜
、風
向
き
に
よ
っ
て
、

汚
染
が
ひ
ど
く
な
い
地
域
の
野
菜
も
市
場
に

出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
地
震
・
津
波
に
よ
っ
て
生
活
を
切
断
さ
れ

た
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
い
る
。
暗
澹
と
し

た
気
持
ち
は
拭
い
よ
う
も
無
く
、
重
な
る
原

発
震
災
の
報
道
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
た
。

　
14
日
、
鎌
田
理
事
長
と
縁
故
の
あ
る
、
福

島
県
南
相
馬
市
の
市
立
病
院
か
ら
「
液
体
酸

素
が
底
を
つ
い
て
き
た
、
酸
素
吸
入
し
て
い

る
患
者
が
大
変
な
事
に
な
る
」
と
連
絡
が

入
っ
た
。
南
相
馬
市
は
、
原
発
か
ら
23
キ
ロ

地
点
。
20
キ
ロ
か
ら
30
キ
ロ
の
自
主
避
難
区

域
と
括
ら
れ
た
た
め
に
、
外
か
ら
医
薬
品
の

み
な
ら
ず
、
食
料
品
、
ガ
ソ
リ
ン
が
入
っ
て

こ
な
く
な
っ
た
。
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
え

も
、
入
れ
な
い
。
桜
井
市
長
が
悲
痛
な
声
を

上
げ
て
い
た
。
汚
染
度
は
比
較
的
低
い
地
域

な
の
に
、
同
心
円
で
括
ら
れ
た
た
め
に
、
住

民
は
戸
惑
い
、
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
、怖
気
づ
く
こ
と
が
無
か
っ
た
。

そ
れ
を
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
経
験
と
一
言
で

言
っ
て
し
ま
う
の
は
、
悲
し
い
。
で
も
、
地

図
か
ら
消
さ
れ
た
埋
葬
の
村
に
住
み
続
け
る

友
人
達
が
何
人
も
い
る
。
汚
染
の
高
い
地
域

で
、
住
民
の
た
め
に
が
ん
ば
る
と
い
う
ベ
ト

カ
地
区
病
院
長
と
も
繋
が
っ
て
い
る
。
南
相

馬
市
の
方
々
を
応
援
す
る
た
め
に
、
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
し
よ
う
と
思
っ
た
。

支援物資や医薬品等を積み込むとトラックの荷台は満載
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第
一
次
派
遣
団
は
、21
日
０
時
、ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
・
紙
お
む
つ
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・

雨
合
羽
な
ど
を
４
ト
ン
車
に
積
み
、
諏
訪
中

央
病
院
の
医
師
・
看
護
師
た
ち
と
南
相
馬
市

立
総
合
病
院
に
向
か
っ
た
。

　
１
時
間
ご
と
に
簡
易
測
定
器
で
、
線
量
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
っ
た
。
高
速
を
降
り
て
、

飯
館
付
近
の
道
路
に
差
し
掛
か
っ
た
時
、９
・

99
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
が
上
限
の
測
定
器

が
振
り
切
れ
た
。
そ
こ
は
、
30
キ
ロ
圏
外
に

な
る
。
事
故
の
早
い
時
期
に
、
風
に
乗
っ
た

放
射
性
物
質
が
、
こ
の
地
ま
で
運
ば
れ
て
き

た
の
だ
。

　
南
相
馬
市
立
総
合
病
院
に
朝
８
時
に
到
着

し
た
。
１
７
７
人
の
入
院
患
者
を
全
員
県
外

に
搬
送
し
終
わ
っ
た
直
後
だ
っ
た
。
病
院
の

医
師
や
看
護
師
た
ち
も
大
勢
避
難
し
て
い

て
、
残
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
不
眠
不
休
で
働
い

て
い
た
。

　
諏
訪
中
央
病
院
医
療
チ
ー
ム
は
、
す
ば
や

く
支
援
物
資
を
お
ろ
す
と
引
継
ぎ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
済
ま
せ
、
外
来
に
入
っ
た
。
市
内
で

唯
一
、
薬
を
処
方
す
る
窓
口
が
開
い
た
。
私

は
、
殺
到
す
る
方
々
の
受
付
を
手
伝
っ
た
。

普
段
は
他
の
病
院
に
通
っ
て
い
る
方
も
、
保

険
証
を
持
た
な
い
方
も
、お
薬
手
帳
を
基
に
、

１
週
間
分
の
薬
が
処
方
さ
れ
て
い
っ
た
。「
１

週
間
後
に
、
こ
の
病
院
は
や
っ
て
い
る
ん
で

す
か
？
」
と
聞
か
れ
答
え
に
窮
し
た
。
事
務

長
さ
ん
に
聞
く
と
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
。

薬
を
待
つ
方
々
の
声
が
耳
に
入
っ
て
き
た
。

「
県
外
に
避
難
し
た
い
が
、
動
け
な
い
お
年

寄
り
が
い
る
」「
こ
こ
で
薬
を
も
ら
っ
た
ら
、

そ
の
足
で
、東
京
に
向
か
う
つ
も
り
だ
」「
義

理
の
父
母
が
見
つ
か
り
、
２
日
後
に
火
葬
が

決
ま
っ
た
。
い
ま
、
離
れ
る
わ
け
に
は
い
か

簡易測定器で放射線量のチェック

南相馬市立総合病院で検査をする諏訪中央病院看護師
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な
い
」
等
な
ど
、
動
く
に
動
け
な
い
人
、
行

く
先
で
の
不
安
を
訴
え
る
人
が
大
勢
い
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
南
相
馬
市
立
小お

だ

か高
病
院
の

遠
藤
先
生
に
案
内
さ
れ
、
避
難
所
の
健
康
診

断
を
行
っ
た
。

　
小
高
病
院
は
、
原
発
か
ら
15
キ
ロ
あ
ま
り

の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
津
波
に
襲
わ
れ
、
患

者
を
急
遽
、
南
相
馬
市
立
総
合
病
院
に
移
し

た
そ
う
だ
。
小
高
病
院
ス
タ
ッ
フ
も
、
家
を

失
っ
た
方
、
身
内
を
亡
く
さ
れ
た
方
、
暮
ら

し
が
根
こ
そ
ぎ
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
方

た
ち
だ
。
遠
藤
先
生
が
、
山
形
や
猪
苗
代
の

病
院
で
働
け
る
よ
う
手
配
さ
れ
た
が
、
今
後

の
生
活
を
立
て
直
す
の
に
も
、
時
間
が
か
か

る
に
違
い
な
い
。
胸
が
痛
む
。

　
第
一
小
学
校
、
鹿
島
中
学
校
の
体
育
館
が

避
難
所
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
70
人

位
が
、
毛
布
に
包
ま
っ
て
い
た
。
小
高
地
区

か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
達
が
、
遠

藤
先
生
の
顔
を
見
る
と
安
心
さ
れ
た
様
子

で
、
寄
っ
て
来
ら
れ
た
。

　
諏
訪
中
央
病
院
医
療
チ
ー
ム
の
佐
藤
先
生

と
原
先
生
は
、
交
代
で
避
難
所
の
検
診
と
当

直
も
行
な
っ
た
。
佐
藤
先
生
は
、
自
分
達
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
南
相
馬
の
先
生
達
に
休
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
し
て
、
ず
っ
と
居
ら

れ
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
き
ち
ん
と
引
継
ぎ

で
き
る
よ
う
、
カ
ル
テ
を
整
え
て
い
く
こ
と

な
ど
を
明
言
さ
れ
た
。
休
み
無
く
働
く
姿
に

感
謝
す
る
と
、「
普
段
の
仕
事
よ
り
楽
で
す

よ
」
と
笑
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
宮
澤
看

護
師
と
は
10
年
前
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
同

行
し
た
。
今
回
も
て
い
ね
い
に
避
難
所
に
居

る
方
々
に
声
を
か
け
な
が
ら
血
圧
と
体
温
を

計
っ
て
い
た
。
頼
も
し
い
限
り
の
医
療
チ
ー

ム
だ
。

　
午
前
中
は
、
病
院
外
来
、
午
後
は
避
難
所

検
診
。
そ
れ
が
３
回
ま
わ
っ
た
頃
、
鎌
田
理

事
長
と
諏
訪
中
央
病
院
の
医
師
・
看
護
師
・

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
等
５
名
の
第
二
陣
が
松
本

を
出
発
し
た
。
鎌
田
理
事
長
は
、
避
難
所
の

方
達
を
励
ま
し
た
い
と
レ
ト
ル
ト
お
で
ん
を

運
ん
で
く
れ
た
。
毎
回
の
食
事
は
、
冷
た
い

お
に
ぎ
り
と
菓
子
パ
ン
。
２
週
間
続
く
と
喉

に
通
ら
な
く
な
る
、
と
い
う
声
に
応
え
た
も

の
だ
っ
た
。

　
避
難
所
に
温
か
い
食
事
を
と
、
看
護
師
さ

ん
達
と
皆
で
、
給
食
室
を
使
っ
て
ご
飯
を
炊

い
た
り
、
準
備
を
し
た
。

　
避
難
所
で
は
、
皆
さ
ん
大
喜
び
。
実
際
、

病院の入り口では放射線量測定が行われる
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私
達
も
こ
ん
な
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
何
よ
り
も
、温
か
い
汁
物
、

お
で
ん
の
残
り
汁
に
ご
飯
を
入
れ
て
、
卵
お

じ
や
も
作
っ
た
。
冷
え
切
っ
た
避
難
所
が
、

一
気
に
温
か
く
な
っ
た
。
鎌
田
先
生
も
、
一

人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
て
い
っ
た
。
空
っ
ぽ

に
な
っ
た
大
な
べ
を
抱
え
て
、
帰
ろ
う
と
す

る
と
皆
さ
ん
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
25
日
朝
、
Ｔ
Ｖ
で
枝
野
官
房

長
官
が
、
20
～
30
キ
ロ
圏
内
を
自
主
避
難
指

示
の
方
向
で
考
え
て
い
る
、
と
い
う
談
話
が

流
れ
た
。「
自
主
避
難
指
示
」
と
は
な
ん
と

あ
い
ま
い
な
表
現
だ
ろ
う
。
避
難
命
令
で
は

な
い
。
自
主
と
い
う
か
ら
に
は
、
個
人
の
判

断
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
こ
と
だ
。
事
故
当
初

か
ら
、
政
府
・
東
電
・
保
安
院
の
発
表
は
あ

い
ま
い
で
い
い
加
減
だ
。

　
更
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
ス
ピ
ー
デ
ィ
）

と
い
う
政
府
の
環
境
放
射
線
量
の
予
測
シ
ス

テ
ム
で
も
、
大
気
中
の
線
量
が
上
が
っ
て
い

る
。
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
緊
迫
し
た

空
気
が
流
れ
た
。
諏
訪
中
央
病
院
の
吉
岡
先

生
、
福
永
看
護
師
は
、
来
た
ば
か
り
だ
。
仕

事
を
し
な
い
で
帰
る
な
ん
て
で
き
な
い
と
訴

え
た
。

　
鎌
田
先
生
が
、
一
人
ひ
と
り
意
見
を
聞
い

て
い
っ
た
。
公
的
立
場
と
個
人
的
な
気
持
ち

の
葛
藤
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

佐
藤
先
生
が
こ
う
言
わ
れ
た
。
自
分
達
は
南

相
馬
病
院
の
医
師
達
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場

で
活
動
し
た
。
病
院
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
も
戻

り
だ
し
て
い
る
。
４
人
だ
っ
た
医
師
が
８
人

に
な
っ
て
、
外
来
ス
タ
ッ
フ
も
足
り
て
き
て

い
る
。
期
限
を
決
め
、
引
き
継
ぐ
た
め
の
記

録
も
作
っ
て
あ
る
。
こ
こ
は
、
ひ
と
ま
ず
引

き
上
げ
よ
う
、
と
。
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
。

全
員
、
松
本
・
茅
野
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。

　
第
一
次
・
第
二
次
派
遣
団
の
お
お
よ
そ
の

動
き
は
、
以
上
で
あ
る
。

　
今
、
第
三
次
派
遣
の
準
備
が
終
わ
っ
た
。

事
態
は
時
々
刻
々
と
変
化
し
、
対
応
が
難
し

い
。
一
時
、
県
外
に
避
難
し
て
い
た
人
が
、

ま
た
、
南
相
馬
の
避
難
所
に
戻
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
。

　
第
三
次
は
、
避
難
所
の
健
康
診
断
に
加
え

て
、
豚
汁
の
炊
き
出
し
、
そ
し
て
、
長
野
県

へ
の
避
難
ル
ー
ト
を
作
る
た
め
の
調
査
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

避難所の方に喜ばれた温かいおでん
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原
発
震
災
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
加
藤
　
丈
典
（
Ｊ
Ｃ
Ｆ
事
務
局
）

　「
お
前
の
と
こ
ろ
は
地
震
の
被
害
は
な
か

っ
た
か
？

　
日
本
の
ス
タ
ッ
フ
達
は
大
丈
夫

か
？
」
と
い
う
電
話
が
私
に
と
っ
て
の
東
北

大
震
災
の
第
一
報
だ
っ
た
。
イ
ラ
ク
の
ナ
ナ

カ
リ
病
院
の
オ
マ
ル
行
政
部
長
か
ら
だ
っ

た
。
電
話
の
声
が
か
な
り
慌
て
た
様
子
だ
っ

た
の
で
、
直
ち
に
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
を
チ

ェ
ッ
ク
し
た
。
と
ん
で
も
な
い
映
像
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

し
て
さ
ら
に
福
島
第
一
原
発
の
事
故
が
追
い

打
ち
を
か
け
た
。
こ
れ
が
本
当
に
日
本
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
原
発
事

故
の
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
ま
り
に
衝
撃
的
だ
っ

た
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｆ
は
こ
の
原
発
震
災
を
受
け
て
、
被

災
地
の
南
相
馬
市
に
緊
急
医
療
支
援
、
食
糧

支
援
を
開
始
し
た
。
私
は
第
二
次
支
援
隊
に

加
わ
り
、
諏
訪
中
央
病
院
の
吉
岡
先
生
、
福

永
看
護
師
、
そ
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
太
田
さ

ん
、
鎌
田
理
事
長
ら
と
共
に
３
月
25
日
現
地

へ
向
か
っ
た
。

　
い
ま
が
非
常
事
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

現
場
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
実
感
し
た
。
高
速

道
路
は
自
衛
隊
や
救
急
車
な
ど
長
く
続
く
救

援
車
両
の
列
が
も
の
も
の
し
い
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
た
。
南
相
馬
市
の
手
前
、
川
俣

町
に
入
り
だ
し
た
頃
か
ら
雪
も
降
り
出
し

た
。
大
気
中
に
飛
散
し
た
放
射
能
が
地
面
に

降
り
注
ぐ
の
で
は
と
心
配
に
な
っ
た
。地
震
、

原
発
事
故
に
加
え
て
、
寒
さ
が
事
態
を
一
層

厳
し
い
も
の
に
し
て
い
た
。

　
南
相
馬
市
立
総
合
病
院
で
第
一
次
支
援
隊

と
合
流
、
そ
の
後
津
波
の
被
害
が
特
に
酷
か

っ
た
沿
岸
部
を
視
察
し
た
。
鹿
島
町
、
そ
れ

か
ら
少
し
北
に
位
置
す
る
新
地
町
な
ど
の
沿

岸
部
は
壊
滅
し
て
い
た
。
相
馬
市
な
ど
で
復

旧
作
業
に
あ
た
る
自
衛
隊
に
よ
る
と
、
未
だ

に
水
が
引
か
ず
、
瓦
礫
撤
去
の
た
め
の
重
機



12

を
用
い
る
事
が
で
き
ず
作
業
が
難
航
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。津
波
被
害
に
加
え
、

原
発
災
害
に
苦
し
む
南
相
馬
市
は
本
当
に
厳

し
い
。
放
射
能
汚
染
地
域
と
看
做
さ
れ
て
し

ま
い
物
流
が
滞
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
訪
問
し
た
鹿
島
町
の
避

難
所
で
は
燃
料
を
節
約
す
る
た
め
に
日
中
は

暖
房
を
切
る
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

被
災
者
は
寒
さ
の
た
め
、
日
が
出
て
遅
い
時

間
に
な
っ
て
も
毛
布
に
く
る
ま
っ
た
ま
ま
だ

っ
た
。
寒
さ
は
避
難
所
の
空
気
を
暗
い
も
の

に
し
、
被
災
者
の
体
力
と
と
も
に
気
力
を
も

奪
っ
て
い
た
。

　
今
回
の
震
災
を
契
機
に
我
々
の
生
き
方
に

つ
い
て
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
原
発
の
よ

う
な
巨
大
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
動
か
す
と
い

う
事
は
、
そ
の
運
用
が
細
分
化
、
専
門
化
、

深
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
る
特
定
の

分
野
に
非
常
に
詳
し
い
者
だ
け
が
扱
え
る
領

域
に
、
素
人
が
な
か
な
か
侵
入
し
に
く
い
世

界
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
例
え
ば
、
原
発
建
屋
内
の
格
納
容
器
が
無

事
か
ど
う
か
を
説
明
で
き
る
の
は
、
設
計
者

で
あ
り
、
冷
却
系
統
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

を
語
れ
る
の
は
そ
れ
に
詳
し
い
技
術
者
や
施

工
者
で
あ
る
。
飛
散
し
た
放
射
性
物
質
が
ど

の
よ
う
な
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
か
を
語
れ

る
の
は
放
射
線
医
学
者
で
あ
る
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
巨
大
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
我
々
一

般
市
民
は
、
一
体
今
何
が
起
き
て
い
る
か
を

把
握
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
巨
大
で
高

度
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
る
現
代
に
お
い

て
は
必
然
的
に
そ
う
い
っ
た
傾
向
に
な
っ
て

し
ま
う
。
つ
ま
り
「
分
か
る
人
に
任
せ
て
お

け
ば
良
い
の
だ
」
と
い
う
態
度
を
取
り
が
ち

に
な
る
。

　
そ
れ
は
一
つ
間
違
え
ば
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
原
子
力
発
電
所
の
運
営
に
関
し
て
も

同
様
だ
。
本
来
こ
の
よ
う
な
「
一
つ
間
違
え

ば
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
」
技
術
の
運

営
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
非
常
に
細
か
く
注

視
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
な

か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
。

　
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
「
人
災
」
と
い
う
言

葉
を
目
に
し
た
。
今
回
の
原
発
災
害
で
は
、

東
京
電
力
や
原
子
力
保
安
院
に
よ
る
、
事
故

処
理
に
お
け
る
不
手
際
や
十
分
な
設
計
基
準

を
適
用
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
の
「
人
災
」

で
あ
る
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　「
人
災
」
と
い
う
言
葉
を
調
べ
て
み
る
と
、

「
人
間
の
不
注
意
が
元
で
起
こ
る
災
難
や
災

南相馬市の保健所には、乳児用飲料水支給所が設置された
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し
か
し
電
気
と
い
う
当
た
り
前
の
存
在
が

ど
う
い
う
形
で
生
産
さ
れ
て
、
ど
ん
な
リ
ス

ク
を
孕
ん
で
い
た
か
、
我
々
は
そ
れ
を
ほ
っ

た
ら
か
し
に
、
与
り
知
ら
ぬ
ま
ま
に
し
て
き

た
。
そ
ん
な
我
々
が
「
民
主
主
義
の
国
」
と

呼
ば
れ
て
称
賛
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
と
て
も

恥
ず
か
し
く
思
う
。

　
実
は
、
今
回
の
震
災
で
イ
ラ
ク
か
ら
も
多

く
の
お
見
舞
文
を
受
け
取
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー

ム
教
徒
ら
し
く
真
摯
に
被
災
者
の
平
安
を
祈

る
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
祈
り
と
と

も
に
「
そ
の
日
大
地
は
そ
の
消
息
を
語
ろ
う

（
99
・
地
震
章
）」
と
い
う
ク
ル
ア
ー
ン
（
コ

ー
ラ
ン
）
の
一
節
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。「
大

地
は
地
表
で
人
々
が
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

語
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
。

　
今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
ま
さ
に
我
々
が
原

発
の
危
険
性
を
甘
く
見
て
き
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
今
、
原
発
政
策
に
対
し
強
い

後
悔
の
念
を
感
じ
る
私
に
と
っ
て
「
大
地
は

語
ろ
う
」
と
い
う
こ
の
一
節
が
と
て
も
暗
示

的
に
映
る
の
で
あ
る
。

　

害
」
と
あ
る
。
確
か
に
局
所
的
に
み
れ
ば
、

東
電
や
保
安
院
の
事
故
発
生
後
の
応
対
の
不

甲
斐
な
さ
に
目
が
行
き
が
ち
に
な
る
。
し
か

し
「
人
災
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

a co
n
seq

u
en

ce

　o
f a d

isaster cau
sed

 

b
y
 h

u
m

an
 n

eg
lect 

「
人
が
注
意
を
は
ら
う
べ
き
も
の
を
軽
視
し

て
き
た
こ
と
に
よ
る
帰
結
」
と
も
あ
る
。
何

か
の
操
作
ミ
ス
や
、誤
っ
た
行
動
を
取
っ
た
、

も
し
く
は
不
適
当
な
判
断
を
下
し
た
と
い
う

よ
り
も
、「
何
か
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
た
」、

「
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
大
局
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

取
ら
れ
て
き
た
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

関
し
て
「
注
意
を
払
う
べ
き
も
の
を
軽
視
」

し
て
き
た
我
々
、
国
民
に
よ
る
ネ
グ
レ
ク
ト

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
強
く
思
っ
て
し

ま
う
。
高
度
で
巨
大
な
技
術
を
用
い
る
現
代

だ
か
ら
こ
そ
、
ま
た
専
門
家
と
素
人
の
乖
離

が
よ
り
顕
著
に
な
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
よ

り
注
視
し
、
監
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
か
っ
た
。「
理
解
が
及
ば
な
い
領
域
だ
か

ら
」
と
い
っ
て
思
考
を
停
止
さ
せ
て
し
ま
い

が
ち
な
る
も
の
ほ
ど
、
後
に
発
生
す
る
リ
ス

ク
は
大
き
く
な
る
。

　
活
断
層
の
真
っ
た
だ
中
で
運
転
を
続
け
る

浜
岡
原
発
し
か
り
、
中
継
装
置
が
落
下
す
る

事
故
を
起
こ
し
、
運
転
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

廃
炉
に
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
「
高
速

増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
」
然
り
。
今
も
福
島
第
一

原
発
を
上
回
る
リ
ス
ク
を
孕
ん
だ
巨
大
な
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、
大
半
の
国
民
の
与
り
知
ら

ぬ
と
こ
ろ
で
も
ぞ
も
ぞ
と
蠢
い
て
お
り
蓄
積

さ
れ
た
リ
ス
ク
が
ど
っ
と
噴
き
出
し
て
来
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
イ
ラ
ク
で
は
電
気

の
安
定
供
給
が
一
番
の
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
電
気
事
情
が
良
い
日
本
と
よ
く
比
較
さ

れ
た
。「
日
本
に
は
停
電
な
ん
て
な
い
だ
ろ

う
」「
日
本
は
民
主
主
義
の
国
だ
か
ら
な
」

な
ん
て
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
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原
発
震
災
に
直
面
し
て
い
る
皆
さ
ま

　
そ
し
て
す
べ
て
の
皆
さ
ま
へ

谷
田
部
　
裕
子

　
か
け
が
え
の
な
い
命
や
家
族
や
家
や
町
を
失
わ
れ
た
皆
さ
ま
の
こ

と
を
、
日
夜
思
い
続
け
て
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ひ
ど
く
揺
れ
ま
し
た
。
ま
た
何
の
お
役
に
も
立
て
ず
に
い
て
ほ

ん
と
う
に
ご
め
ん
な
さ
い
。

　
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
は
本
震
か
ら
八
日
経
っ
た
19
日
で
す
。
今

夜
も
強
い
余
震
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
が
お
手
元
に
届
く

頃
、
放
射
性
物
質
の
放
出
が
何
と
か
お
さ
ま
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
と

切
に
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
私
は
、
99
年
の
茨
城
県
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
を
経
験
し
ま
し

た
。
家
は
２
Km
圏
で
屋
内
待
避
も
し
ま
し
た
。
臨
界
は
終
息
し
た
と

い
う
誤
っ
た
状
況
認
識
の
も
と
に
、
も
っ
と
教
室
内
に
と
ど
ま
ら
せ

る
べ
き
だ
っ
た
子
ど
も
達
が
に
わ
か
雨
に
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
下
校

し
て
き
た
時
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
以
来
ず
っ
と
、
全
国
各

地
に
地
震
が
あ
る
度
に
『
震
源
地
近
く
の
原
発
は
大
丈
夫
か
？
』
と

気
を
も
ん
で
き
ま
し
た
。
…
…
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
と
う
と
う
現
実

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
、
ま
だ
頭
が
混
乱
し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
発
信
の
場
を
い
た

だ
け
た
の
に
、
感
情
的
で
一
人
よ
が
り
な
私
信
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
一
週
間
、
一
時
は
心
身
共
に
か
な
り
ま
い
り
ま
し
た
。
で
も

今
は
、
甚
大
な
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る
方
々
の
困
難
を
助
け
、
こ
れ

か
ら
先
の
私
達
皆
の
困
難
を
し
の
ぎ
課
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

は
、
気
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
皆
で
心
を
通
わ
せ
て
協
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
な
か
な
か
連
絡
が
と
れ
な

か
っ
た
郷
里
福
島
の
家
族
親
族
や
、
東
北
の
友
人
達
の
一
部
の
無
事

が
わ
か
っ
た
故
の
恵
ま

れ
た
状
況
だ
か
ら
で
し

ょ
う
。
で
も
同
時
に
毎

日
強
い
不
安
の
中
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ま
の

こ
と
を
ひ
と
ご
と
で
は

な
く
感
じ
続
け
て
お
り

ま
す
。

　
お
伝
え
し
た
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に

整
理
が
で
き
な
く
て
、

以
下
、
思
い
つ
く
ま
ま

の
書
き
ち
ら
し
を
し
ま

す
。
す
み
ま
せ
ん
。

2000 年夏ＪＣＦスタディツアーでゴメリ州立病院を訪れた谷田部さん
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情
報
入
手

　
正
し
く
知
る
こ
と
は
助
け
に
な
り
ま
す
。
日
常
生
活
に
少
し
余
力

の
あ
る
方
は
、
流
出
放
射
性
物
質
の
内
容
や
量
や
影
響
に
つ
い
て
、

現
地
住
民
の
知
る
権
利
を
行
使
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
に
は
、
普
通
の
人
に
わ
か
る
ま
で
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
福
島
も
他
も
、全
体
の
電
力
を
支
え
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　
臨
界
事
故
で
は
、
せ
め
て
子
ど
も
達
が
歩
い
て
下
校
し
た
道
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
数
値
を
知
り
た
い
と
お
願
い
し
て
も
、
記
録
用
紙
を
紛

失
し
た
と
か
で
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
海
村
住
民
な
ら

ば
依
頼
で
き
た
自
宅
の
土
壌
調
査
も
、
隣
り
町
住
民
の
依
頼
は
─
事

故
現
場
か
ら
よ
り
近
い
距
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
─
行
政
区
が
違
い
協

定
が
結
ば
れ
て
い
な
い
と
断
ら
れ
ま
し
た
。

　
パ
ニ
ッ
ク
や
心
配
の
し
過
ぎ
は
い
け
な
い
け
れ
ど
、
た
だ
や
み
く

も
に
安
心
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
知
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
ず
に

い
た
い
で
す
。テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
の
報
道
以
外
に
も
発
信
は
あ
り
ま
す
。

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と

　
元
気
に
な
り
た
い
と
思
う
こ
と
が
土
台
だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ
環

境
に
お
か
れ
て
も
健
康
被
害
の
出
方
に
は
個
体
差
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
に
で
き
る
限
り
の
栄
養

と
休
養
、
そ
し
て
愛
と
ほ
ほ
笑
み
が
あ
ら
ん
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
、
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
で
す
よ
ね
？

　

周
り
の
人
々
と
仲
良
く
、
他
人
同
士
も
声
か
け
合
っ
て
、
皆
が
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

健
康
診
断
受
診

　

　
落
ち
着
か
れ
た
ら
是
非
受
け
て
、
定
期
的
に
継
続
な
さ
っ
て
く
だ

さ
い
。
臨
界
事
故
の
後
『
た
だ
不
安
を
抱
え
て
い
て
も
、
い
い
こ
と

は
な
い
。
で
き
る
の
は
早
期
発
見
と
早
期
治
療
』
と
、
長
年
被
ば
く

医
療
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
専
門
家
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
低
線
量

被
ば
く
や
内
部
被
ば
く
の
影
響
に
長
期
に
わ
た
っ
て
皆
で
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
臨
界
事
故
施
設
周
辺
の
住
民
に
対
し
て
は
、
実
被
害
が
及
ぶ
数
値

で
は
な
い
が
不
安
に
対
処
し
て
と
い
う
名
目
で
、
い
ま
だ
に
年
一
回

県
主
催
の
無
料
検
診
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
に
よ
る
継
続
要

請
が
強
か
っ
た
で
す
。
今
回
も
皆
で
要
望
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
健

康
が
大
切
で
す
か
ら
。

風
評
被
害
と
実
被
害

　
19
日
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
福
島
の
原
乳
や
茨
城
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

が
基
準
を
超
え
る
線
量
検
出
で
出
荷
自
粛
と
聞
き
ま
し
た
。
問
題
な

し
と
さ
れ
た
臨
界
事
故
時
で
さ
え
、
大
量
の
農
作
物
が
売
れ
ず
に
捨

て
ら
れ
、
海
産
物
や
旅
館
業
等
々
、
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
は

さ
ぞ
や
と
思
い
ま
す
。
電
力
供
給
は
公
の
為
で
す
。
地
震
被
害
に
加
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え
て
の
二
次
、
三
次
の
被
害
に
対
し
て
、
第
一
に
公
的
に
、
そ
し
て

被
災
地
以
外
の
全
て
の
人
々
の
良
識
と
サ
ポ
ー
ト
を
願
い
ま
す
。

原
子
力
防
災

　
天
災
は
や
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
に
人
間
は
ミ
ス
を
犯
す
存
在
で
す
。

せ
め
て
、
防
災
対
策
に
お
け
る
人
災
を
減
ら
し
た
い
で
す
。
避
難
路

や
交
通
手
段
、
受
け
入
れ
先
の
確
保
、
非
常
時
の
指
示
系
統
等
々
、

充
実
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
備
え
は
、
他
の
地
域
に
も
共
通
と
思
い

ま
す
。
原
発
施
設
内
に
は
自
前
の
常
設
消
防
体
制
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　
建
設
当
初
の
耐
用
年
数
の
予
定
を
超
え
て
運
転
し
続
け
て

も
本
当
に
大
丈
夫
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
今
は
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
、
希
望
を
失
わ
ず
に
い

た
い
も
の
で
す
。

　
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
地
の
現
場
で
み
ん
な
の
為
に
不
眠
不

休
で
対
応
さ
れ
て
い
る
方
々
、
被
ば
く
の
危
険
の
中
で
献
身
的
に
対

策
作
業
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
方
々
に
、
心
よ
り
敬
意
と
謝
意
を
表
し

ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
達
人
間
が
も
う
少
し
息
を
つ
け
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
、
汚

し
て
し
ま
っ
た
大
地
、
海
、
空
気
、
水
に
、
そ
れ
ら
を
共
有
し
て
い
る
他

の
生
き
物
や
植
物
に
、
懺
悔
の
念
を
も
っ
て
、
謝
り
た
い
で
す
。

　

生
き
て
い
て
く
だ
さ
い　

２
０
１
１
年
３
月

　
彼
岸

　
記

千
年
に
一
度
の
津
波
が
き
た

幾
万
も
の
命
が
な
く
な
っ
た

家
や
港
が

町
や
田
畑
が

の
ま
れ
て
消
え
た

宇
宙
に
ま
で
も
行
け
る
現
代
だ
の
に

飢
え
と
寒
さ
と
不
安
の
中
に
い
る

は
ら
か
ら
の
も
と
に
行
け
な
い

人
間
は　

う
ん
と
利
口
に
な
っ
た
わ
け
だ
の
に

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
は　

食
べ
ら
れ
や
し
な
く
て

今
、
空
気
や
水
に
、
葉
っ
ぱ
や
魚
に
、

あ
あ
、
な
ん
と

私
た
ち
の
命
の
源
に

私
た
ち
の
手
で　

毒
を
入
れ
て
し
ま
っ
た

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で

た
く
さ
ん
の　

村
々
が　

地
図
か
ら
も
消
さ
れ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
の
に
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今　

ま
た
、
こ
の
日
本
か
ら

村
や
町
の
営
み
が
消
え
よ
う
と
し
て
い
る

ふ
る
さ
と
が
消
え
る
？

そ
ん
な
の
っ
て　

あ
り
え
な
い
！

失
う
も
ん
か

守
ら
な
け
れ
ば

だ
か
ら　

み
ん
な
み
ん
な

ど
う
か
生
き
延
び
て

生
き
て
い
て
く
だ
さ
い

生
き
延
び
て

み
ん
な
で
暮
ら
し
て
い
け
ば

そ
こ
が　

ず
っ
と　

ふ
る
さ
と

「福島原発震災の被災者支援募金」のお願い

JCF では被災地支援のため募金募集を行っております。

3 月末日までに 14,170,639 円のご寄付が集まりました。たくさん

の応援をありがとうございます。

頂いたご寄付は、原発被災者支援の医薬品と現地で必要な物資の購

入費、またその輸送費に充てます。

以下の郵便振替口座に「震災支援」とご記入下さい。 

口座番号：００５６０−５−４３０２０

口座名：日本チェルノブイリ連帯基金

連絡欄：震災支援

---------------------------------------------------------------

インターネット銀行および他金融機関からの振込用口座番号

０５９（ゼロゴキュウ）店（０５９）

当座　００４３０２０

---------------------------------------------------------------

（
筆
者
は
、
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
後
、
仲

間
と
東
海
村
で
映
画
『
ナ
ー
ジ
ャ
の
村
』
上

映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｆ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
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ＪＣＦ設立 20 年を迎えて

　
皆
様
の
お
力
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も
た
ち
の
救
援
活
動

も
、
ま
る
20
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
す
。
会
員
に
な
っ

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
ご
寄
付
を
く
だ
さ
っ
た
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
の
催
し
に

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
の
物
品
を
購
入
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
あ
る
い
は
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
た
く
さ

ん
の
方
の
ご
支
援
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。
感
謝
、
感
謝
、
感
謝
で
す
。

　
３
月
11
日
に
突
然
、
大
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｆ
は
理
事
会
の
了
解
の
も
と
、
福
島
原
発
か
ら
近
い
、
南
相
馬

市
に
医
薬
品
、
医
療
団
、
避
難
所
へ
の
あ
た
た
か
な
食
品
の
支
援
な

ど
を
３
回
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
20
年
間

関
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
、
今
こ
そ
、
お
役
に
立
つ
時
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
理
事
会
の
指
示
に
従
い
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
の
間
、
日
本
を

守
る
た
め
に
、
全
力
で
働
き
ま
す
。
今
ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
１
９
８
６
年
４
月
26
日
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
４
号
炉
の
大
爆

発
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
で
事
故
が
起
き
て
ま
る
25
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
25
年
経
つ
今
も
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
ベ
ト

カ
地
区
で
は
高
汚
染
の
森
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
０
年
に
、
モ
ス
ク
ワ
に
会
社
を
持
っ
て
い
た
沢
渡
肇
さ
ん

と
、
マ
リ
ー
ナ
さ
ん
と
い
う
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
日
本
語
学
科
を
卒
業

鎌田實（ＪＣＦ理事長）

ＪＣＦ設立 20 年を迎えて
鎌田實（ＪＣＦ理事長）
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し
た
女
性
が
諏
訪
中
央
病
院
に
や
っ
て
き
ま
し
た
（
マ
リ
ー
ナ
さ
ん

は
数
ヶ
月
前
、
モ
ス
ク
ワ
の
ド
モ
ジ
ェ
ド
ボ
空
港
で
テ
ロ
に
遭
い
亡
く
な
り

ま
し
た
）
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
が
爆
発
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち

に
健
康
被
害
が
起
き
て
い
る
ら
し
い
。
し
か
し
当
時
の
ソ
連
邦
の
政

府
で
は
き
ち
ん
と
し
た
手
が
打
て
て
い
な
い
よ
う
だ
。
ど
う
も
子
ど

も
が
た
く
さ
ん
死
ん
で
い
る
み
た
い
だ
。
東
西
冷
戦
下
で
、
ベ
ー
ル

に
つ
つ
ま
れ
た
、
見
え
な
い
不
気
味
な
国
で
何
か
が
起
き
て
い
る
。

そ
ん
な
国
の
子
ど
も
を
助
け
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
要
請
を
受

け
ま
し
た
。

　
諏
訪
中
央
病
院
を
新
築
し
、
病
院
長
に
な
っ
て
ま
だ
日
の
浅
い
時

期
で
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
何

度
も
お
断
り
を
し
ま
し
た
が
、
現
状
を
見
る
だ
け
で
も
い
い
、
特
に

医
師
に
現
場
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
に
は

責
任
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
重
い
腰
を
上
げ
ま
し
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
い
く
つ
か
の
病
院
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
に
も
入
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
検
問

が
厳
し
く
、
数
キ
ロ
の
所
ま
で
で
、
エ
リ
ア
に
入
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
発
電
所
の
周
り
の
村
は
強
制
移
住
、
汚
染
さ

れ
た
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
、
埋
葬
の
村
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。
風
が
南
か
ら
北
に
吹
い
て
い
た
為
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
北
側
に
汚
染
が
酷
い
こ
と
が
分
か
り
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の

病
院
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
当
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
や
ベ
ラ

ル
ー
シ
共
和
国
の
医
療
の
遅
れ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
顕
微
鏡
に
使
わ
れ
る
血
液
の
細
胞
を
乗
せ
る
ガ
ラ
ス
板
に
窓
ガ
ラ

ス
の
破
片
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
血
液
細
胞
も
よ
く

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
顕
微
鏡
も
年
代
物
の
古
い
型
の
物
で
し
た
。
白
血

病
の
タ
イ
プ
診
断
も
と
て
も
ま
と
も
に
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
注
射
針
は
煮
沸
し
て
何
度
も
使
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
感

染
症
対
策
も
充
分
で
は
な
く
、
血
液
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
肝
炎
に
罹
っ
て
、
黄
だ
ん
症
状
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
顕
微
鏡
の
ガ
ラ
ス
板
や
注
射
針
な
ら
ば
、
ぼ
く
た
ち
の
小
さ
な
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
も
支
援
が
出
来
る
と
思
い
、
１
９
９
１
年
１
月
第
１
回
の
訪

問
団
の
後
、
寄
付
を
募
り
ま
し
た
。
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
程
の

大
き
な
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
注
射
針
だ
け
で
な
く
抗
が
ん
剤
や

抗
生
物
質
も
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
病
院
が
想

像
以
上
に
感
謝
し
て
く
れ
、
信
頼
関
係
が
で
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　
信
州
大
学
が
強
力
な
支
援
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
小
児
科
を
中
心

に
、
外
科
、
放
射
線
科
、
検
査
室
な
ど
大
学
を
挙
げ
て
協
力
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
時
に
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
放
射
能
の
汚
染
地
域
に
住
む

子
ど
も
を
連
れ
て
き
て
信
州
大
学
で
検
査
や
治
療
を
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ド
ク
タ
ー
た
ち
を
信
州
大
学
で

何
度
も
何
度
も
研
修
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
双
方
向
テ
レ
ビ
の
設

置
も
信
州
大
学
の
先
生
た
ち
の
お
力
で
実
現
し
、
当
時
で
は
世
界
的
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な
先
進
技
術
を
使
っ
て
医
療
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
子
ど
も
た
ち
が
来
た
時
に
は
、
松
商
学
園
の
学
生

さ
ん
た
ち
が
親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
松
本
を

中
心
に
長
野
県
の
方
々
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

た
。
京
都
や
茨
城
や
東
京
な
ど
た
く
さ
ん
の
支
援
者
が
積
極
的
に
力

を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
メ
デ
ィ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
専
門
家
集
団
も
自
ら
の
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、
専
門
的
な
応
援
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
信
濃
毎
日
新
聞
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
局
が
20
年

に
渡
っ
て
報
道
を
し
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
長
い
間
、
会
社
を
挙
げ
て
応
援
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
同
時
に
「
通
販
生
活
」
の
読
者
か
ら
も
心
温
ま
る
応
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
や
協
和
発
酵
キ
リ
ン
が
、
白
血

球
を
増
加
さ
せ
る
薬
や
抗
が
ん
剤
を
大
量
に
寄
付
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
郵
貯
が
や
っ
て
い
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
か
ら
も
大
き
な
応

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。外
務
省
関
連
の
応
援
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
を
中
心
に
民
間
の
企
業
や
、
公
的
な
分
厚
い
応
援
を
も
ら
い
な

が
ら
20
年
走
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
事
故
後
25
年
経
っ
た
今
も
放
射
性
物
質
の
汚
染
が
残
っ
て
い
る
ベ

ト
カ
を
中
心
に
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が

一
度
起
き
る
と
大
き
な
被
害
が
出
ま
す
。
２
度
と
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
に
、
核
燃
料
を
使
う
危
険
性
を
訴
え
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
提
言
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
こ
の
文
章
の
ほ
と

ん
ど
は
、
震
災
前
に
書
い
た
も
の
で
す
。
後
悔
が
残
り
ま
す
。
も
っ

と
強
く
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
訴
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
残
念
、
残
念
で
す
）。

　
一
方
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
使
わ
れ
た
湾
岸
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争
以

後
、
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
に
小
児
が
ん
や
白
血
病
が
増
え
て
い
る

可
能
性
が
強
ま
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
は
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ラ
ク
・
メ
デ
ィ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｉ
Ｍ
─
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
の
一
員
と
し
て
約
７
年
、
イ
ラ

ク
の
病
気
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
も
中
心
的
に
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
世
界
の
平
和
を
目
指
し
、
核
の
無
い
世
界
を
創
り
、
子
ど
も
た
ち

に
放
射
性
物
質
に
よ
る
健
康
被
害
が
起
き
な
い
よ
う
な
世
界
に
し
て

い
く
た
め
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
と
し
て
は
今
後
と
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
今
後
も
温
か
な
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
20
年
間
の
お
力
添
え
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
、
感
謝
、
感
謝
。
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チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
25
周
年
に
よ
せ
て

　　
１
９
８
６
年
４
月
26
日
に
発
生
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力

発
電
所
の
事
故
か
ら
、
今
年
で
25
年
が
た
ち
ま
す
。
長
崎
大
学
は
、

１
９
９
０
年
か
ら
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
周
辺
住
民

の
検
診
活
動
を
笹
川
保

健
協
力
財
団
の
協
力
の

も
と
で
開
始
し
、
外
務

省
や
文
部
科
学
省
、
あ

る
い
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
と
も
連
携
を
し

な
が
ら
、
現
在
に
至
る

ま
で
現
地
に
お
け
る
活

動
を
継
続
し
て
き
ま
し

た
。

　
御
承
知
の
よ
う
に
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は

事
故
後
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
激
増
し
ま
し
た
。
当
時
小
児
だ
っ
た

世
代
は
現
在
20
代
後
半
か
ら
30
代
と
い
う
、
社
会
の
中
核
を
担
う
時

期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
事
故
か
ら
25
年
が
た
っ
た
今

で
も
こ
の
世
代
に
は
高
い
頻
度
で
甲
状
腺
が
ん
が
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
25
年
前
の
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
っ
て
被
ば
く
し

た
影
響
が
、
特
に
こ
の
世
代
で
は
（
お
そ
ら
く
）
一
生
涯
発
が
ん
リ

ス
ク
の
増
加
と
い
う
形
で
残
る
可
能
性
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で

す
。

　
こ
れ
と
全
く
同
じ
こ
と
は
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
爆
者
に
も
当
て

は
ま
り
ま
す
。
原
爆
被
爆
者
に
お
い
て
白
血
病
や
種
々
の
が
ん
が
増

加
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、

こ
の
発
が
ん
リ
ス
ク
は
や
は
り
一
生
涯
続
く
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
島
・
長
崎
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
、
原
子
爆
弾
と
発
電

所
の
事
故
、
と
い
う
被
ば
く
形
態
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
放
射
線

被
ば
く
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
が
長
期
、
お
そ
ら
く
は
生
涯
に
わ
た
っ

て
増
加
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
は
現
在
も
頻
繁
に
現
地
に

足
を
運
び
、
種
々
の
調
査
・
研
究
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
８

年
か
ら
は
、よ
り
効
率
的
に
研
究
を
推
進
す
る
目
的
で
、事
故
に
よ
っ

て
も
っ
と
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
首
都
ミ

ン
ス
ク
に
、
長
崎
大
学
の
代
表
部
を
設
置
し
、
常
駐
の
ス
タ
ッ
フ
（
調

整
官
）
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
現
在
進
め
ら

　
　
　
　
　
高
村
　
昇
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
崎
大
学
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

	

放
射
線
疫
学
分
野
教
授)

ゴメリ州立病院で高村医師（左から 2人目）



22

れ
て
い
る
調
査
に
つ
い
て
、い
く
つ
か
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
放

射
線
を
被
ば
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
が
ん
に
な
る
の
か
、
と
い
う
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
、
実
は
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
長

崎
大
学
で
は
、
実
際
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
周
辺
で
発
症
し
た
甲
状
腺

が
ん
の
手
術
摘
出
標
本
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
遺
伝
子
を
抽
出
し

て
、
異
常
が
な
い
か
ど
う
か
の
検
索
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
甲
状
腺
が
ん
を
発
症
し
た
人
の
遺
伝
子
に
は
、
特
定

の
部
位
に
異
常
を
持
つ
人
の
頻
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
放
射
線
被
ば
く

と
が
ん
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
故
後
25
年
の
間
、
多
く
の
住
民
は
放
射
能
に
よ
っ
て

汚
染
し
た
地
区
に
居
住
し
続
け
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
健
康
リ

ス
ク
を
懸
念
す
る
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
そ
れ
に
よ
る

「
心
の
健
康
」
を
ど
の
よ
う
に
ケ
ア
す
る
か
、
と
い
う
点
も
非
常
に

重
要
で
す
。
私
た
ち
は
、
事
故
に
よ
る
汚
染
が
最
も
甚
大
で
、
甲
状

腺
が
ん
の
発
生
数
も
多
い
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
ゴ
メ
リ
州
を
中
心

に
、
住
民
が
摂
取
し
て
い
る
食
物
（
キ
ノ
コ
や
麦
な
ど
）
や
居
住
し
て

い
る
地
区
の
土
を
採
取
し
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
放
射
能
の
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
現
地
の
医
療
機
関

と
協
力
し
、
特
殊
な
測

定
機
器
を
用
い
て
住
民

の
方
の
体
内
に
あ
る
放

射
能
の
分
析
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
現
在
で

も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

周
辺
地
区
は
あ
る
程
度

の
放
射
能
汚
染
が
存
在

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
住
民
が

被
ば
く
す
る
量
（
放
射
線
量
）
は
極
め
て
低
く
、
ほ
と
ん
ど
の
住
民

が
１
年
間
あ
た
り
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
１
枚
程
度
の
、
ご
く
低
い

線
量
し
か
被
ば
く
し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
周
辺
地
区
に
居
住
し
て

普
通
に
生
活
す
る
こ
と
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
で
も
発
電
所
周
辺
の

い
わ
ゆ
る
「
30
㎞
ゾ
ー
ン
」、
つ
ま
り
周
辺
30
㎞
以
内
の
地
区
に
居

住
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
こ

ベラルーシ共和国ゴメリ州の土を採取する高村医師（右）
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の
よ
う
な
地
区
に
お
け
る
評
価
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
そ
の
一
方
、
住
民
の
「
心
の
健
康
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
」
を
ど
の

よ
う
に
ケ
ア
す
る
か
と
い
う
点
も
非
常
に
重
要
な
課
題
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
ゴ
メ
リ
州
に
あ
る
ゴ
メ
リ
医
科
大
学
の
医
学
生
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
彼
ら
の
精
神
健
康
度
と
関
連
す
る

項
目
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
自
分
が
健
康

上
何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
そ
れ
が
放
射
線
被
ば
く
の
せ
い

だ
と
考
え
て
し
ま
う
」
と
答
え
た
人
は
、
精
神
健
康
度
が
非
常
に
低

い
、
つ
ま
り
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
に
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、
こ
の
調
査
の
対

象
者
は
、
す
べ
て
事
故
の
後
に
生
ま
れ
て
き
た
人
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
周
辺
地
区
に
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
故
後
に
生
ま
れ
た
若
い
世
代
に
も
、
精
神
的
な
影
響
が
み
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
事
実
は
、
今
後
い
か
に
正
し
い
情
報
を
発

信
し
、
住
民
の
健
康
を
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
際
、

非
常
に
大
切
な
点
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
20
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
長
崎
大
学

は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
お
け
る
医
療
支
援
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
事
故
か
ら
25
年
が
た
ち
、
ま
す
ま
す
事
故
は
風
化
し
て
い
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
被
ば
く
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
を
抱
え

た
住
民
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
か
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
ロ
シ
ア
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
世
界
レ
ベ
ル
で
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
問
題
で
あ
り
、
被
ば
く
国
日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
、
今
後
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
Ｊ
Ｃ
Ｆ
の
活
動
に
は
ず
い
ぶ
ん
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

も
お
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
し
な
が
ら
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
人

た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に
貢
献
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
こ
の
原
稿
は
、
震
災
以
前
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
す
）
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25
年
前
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
い
う
国
を
私
は

知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
１
９
９
７
年
夏
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
っ
て
小
児

甲
状
腺
が
ん
、
小
児
白
血
病
に
罹
患
し
た
子

ど
も
達
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、
初
め
て
ベ
ラ

ル
ー
シ
を
訪
れ
た
。
ビ
レ
イ
カ
の
森
の
中
に

あ
る
保
養
所
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
首
輪

と
呼
ば
れ
る
赤
紫
色
の
、
み
み
ず
腫
れ
の
手

術
痕
を
持
っ
た
子
ど
も
達
と
出
会
っ
た
。
子

ど
も
達
の
こ
の
悲
し
み
を
、
子
ど
も
達
の
存

在
を
、
日
本
の
人
達
に
知
っ
て
欲
し
い
と
強

く
思
い
、
翌
年
、
小
さ
な
図
書
館
で
こ
の
事

を
伝
え
る
会
を
開
い
た
。
そ
の
会
に
宮
尾
彰

氏
（
本
誌
連
載
随
筆
の
筆
者
）
の
姿
が
あ
り
、

そ
の
後
温
か
い
手
紙
を
頂
い
た
。

…
個
人
的
な
か
か
わ
り
の
仕
方
に
大
変
興

味
と
共
感
を
覚
え
る
者
で
す
。
…「
あ
あ
、

こ
の
す
て
き
な
活
動
は
で
き
れ
ば
そ
っ
ー

と
、
と
っ
て
お
き
た
い

4

4

4

4

4

4

4

」
と
思
い
ま
す
。

声
高
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ば
か
り
が
支
援
で

は
な
い
の
で
す
か
ら
。

こ
の
手
紙
に
は
励
ま
さ
れ
て
来
た
。

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
子
ど
も
達
を
知
っ
て
か

ら
思
う
こ
と
は
ひ
と
つ
。
ど
う
か
元
気
を

出
し
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
自
分
に

何
が
で
き
る
か
、
そ
れ
だ
け
を
考
え
続
け
、

１
９
９
９
年
夏
、
再
び
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
訪
れ

た
私
は
、
自
分
で
も
呆
れ
る
よ
う
な
答
え
を

出
し
た
。
そ
し
て
、「
み
な
さ
ん
に
手
紙
を

書
き
た
い
。
も
し
返
事
を
く
れ
る
な
ら
活
字

体
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
私
は
ロ
シ
ア
語
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
活
字
体
な
ら
ば
辞
書

を
引
い
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」

と
、
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
、
住
所
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。

　「
お
元
気
で
す
か
？
」「
元
気
で
い
て
下
さ

い
」
こ
の
二
つ
の
言
葉
を
届
け
る
だ
け
で
い

い
。
子
ど
も
達
が
少
し
で
も
明
る
い
気
持
ち

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
そ
れ
だ
け
で
い
い
。
偽

り
の
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
。
せ
っ
せ
と
手
紙

を
書
い
た
。
次
々
と
返
事
が
届
い
た
。
二
つ

の
言
葉
で
は
足
り
ず
、
三
つ
四
つ
…
た
く
さ

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
の

　
　
　
　
　

い
た
だ
き
物

力
丸
　
邦
子

ゴメリ放射線医学人間環境センタープレイルームで
子どもと手遊びをする力丸さん
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ん
の
言
葉
が
交
わ
さ
れ
、
や
が
て
子
ど
も
達

の
心
も
開
か
れ
、
悲
し
い
事
も
苦
し
い
事
も

書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
学
校
で
、
お
前
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
人
で
は

な
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
人
だ
と
言
わ
れ
、

身
分
証
明
書
を
破
り
捨
て
ら
れ
た
」。
そ
ん

な
手
紙
を
受
け
取
っ
た
日
は
明
け
方
の
３
時

ま
で
か
か
っ
て
返
事
を
書
い
た
。「
辛
か
っ

た
ね
。
悲
し
か
っ
た
ね
。
で
も
、
あ
な
た
は

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
子
ど
も
で
す
。
誇
り
を
持
ち

な
さ
い
」
と
。

　
文
法
な
ん
て
も
う
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。

た
だ
こ
の
子
の
悲
し
み
を
半
分
引
き
取
っ
て

や
り
た
か
っ
た
。
今
は
も
う
悲
し
い
便
り
は

少
な
く
な
っ
た
。
多
く
が
親
に
な
り
、
我
が

子
の
成
長
を
伝
え
る
楽
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
子
ど
も
達
は
い
つ
し
か
私
の
息
子
で

あ
り
、
娘
に
な
っ
た
。
加
え
て
私
は
バ
ア
バ

に
も
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
達
の
中
に
「
病
の
淵
に
苦

し
む
人
た
ち
に
寄
り
添
い
た
い
」
と
医
師
を

め
ざ
し
て
学
ん
で
い
る
娘
が
い
る
。
タ
チ
ア

ナ
（
タ
ー
ニ
ャ
）
と
言
う
。
母
親
と
妹
の
三

人
暮
ら
し
。
２
０
０
２
年
初
め
て
彼
女
の
家

に
招
か
れ
た
時
、
希
望
の
見
え
な
い
状
況
に

疲
れ
て
い
た
の
か
、
母
親
、
ニ
ー
ナ
さ
ん
の

話
す
言
葉
は
力
な
く
消
極
的
だ
っ
た
。
私
は

失
礼
を
省
み
ず
言
っ
て
し
ま
っ
た
。「
先
の

事
は
、
人
間
、
生
き
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
」
と
。
親
子
三
人
、
じ
っ
と
私
を
見
つ

め
て
い
た
あ
の
夜
の
光
景
は
今
で
も
は
っ
き

り
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
三
人
は
会
う

た
び
に
明
る
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
タ
ー
ニ
ャ
が
大
学
に
入
っ
た
時
、
ニ
ー
ナ

さ
ん
は
「
ク
ニ
コ
さ
ん
、
６
年
間
よ
。
６
年

は
長
い
」
と
頭
を
抱
え
た
。
多
分
娘
達
に
は

見
せ
た
こ
と
の
な
い
姿
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
す

か
さ
ず
私
は
言
っ
た
。

「
ニ
ー
ナ
さ
ん
大
丈
夫
。
一
人
じ
ゃ
な
い
。

私
も
い
る
。
二
人
よ
。
だ
か
ら
大
丈
夫
」

　
私
の
考
え
は
単
純
で
、
本
気
で
勉
強
し
た

い
人
は
学
校
に
行
け
ば
い
い
。
助
け
が
必
要

な
ら
手
を
貸
せ
ば
い
い
。
そ
れ
だ
け
の
事
。

　
昨
年
の
八
月
、
タ
ー
ニ
ャ
が
来
日
し
、
長

崎
大
学
で
医
師
研
修
を
受
け
た
。
長
崎
の
皆

さ
ん
に
と
て
も
良
く
し
て
頂
い
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ

の
神
谷
さ
ん
の
助
け
も
お
借
り
し
て
、
夢
の

よ
う
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
医
療
水
準
の
高
さ
へ
の
驚
き
は
も
ち
ろ

ん
、
世
の
中
に
は
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し
い

事
が
あ
る
の
か
と
、
目
に
映
る
も
の
す
べ
て

が
感
激
…
…
。
彼
女
の
話
す
声
の
弾
み
か
ら

そ
れ
は
わ
か
っ
た
。

ゴメリ州立病院で
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あ
っ
と
い
う
間
の
十
日
間
の
研
修
が
終
わ

り
、
日
本
を
発
つ
朝
、
成
田
に
付
き
添
っ
て

来
た
大
学
職
員
の
Ｔ
さ
ん
か
ら
私
は
聞
か
さ

れ
た
。
タ
ー
ニ
ャ
は
と
て
も
優
秀
な
学
生
で

す
と
。
い
く
つ
か
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
、

た
く
さ
ん
誉
め
て
い
た
だ
い
た
。

　
あ
り
が
た
く
て
、
あ
り
が
た
く
て
、
う
れ

し
く
て
、
す
れ
違
う
誰
で
も
い
い
か
ら
呼
び

止
め
て
「
タ
ー
ニ
ャ
が
誉
め
ら
れ
た
の
よ
」

と
話
し
た
か
っ
た
。

　
Ｔ
さ
ん
が
「
タ
ー
ニ
ャ
と
初
め
て
会
っ
た

時
、
彼
女
は
い
く
つ
で
し
た
か
？
」
と
聞

い
た
。「
11
歳
で
す
」「
ほ
お
う
」。
横
か
ら

タ
ー
ニ
ャ
が
「
な
あ
に
？
」
と
聞
い
た
。
説

明
す
る
と
「
そ
う
よ
。
そ
う
よ
ね
」
と
思

い
っ
き
り
の
笑
顔
で
頷
い
た
。
そ
の
顔
を
見

て
「
あ
ー
っ
、
タ
ー
ニ
ャ
。
あ
な
た
お
と
な

に
な
っ
た
の
ね
！
」
は
っ
と
し
た
。
15
歳
も

19
歳
も
…
…
ず
っ
と
こ
の
娘
を
見
て
い
た
筈

だ
っ
た
。
が
、
私
が
見
て
い
た
の
は
、
あ
の

夏
の
日
の
11
歳
の
少
女
だ
っ
た
の
だ
。

　
出
発
ゲ
ー
ト
に
向
か
う
為
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
降
り
て
行
く
タ
ー
ニ
ャ
を
ガ
ラ
ス
越

し
に
見
て
い
た
。
顎
を
少
し
上
げ
視
線
を
高

く
し
て
正
面
を
見
て
い
る
タ
ー
ニ
ャ
。
あ
あ

な
ん
て
き
れ
い
な
娘
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
自

信
を
持
っ
た
人
の
顔
だ
と
思
っ
た
。

　
こ
の
25
年
の
間
、
世
間
か
ら
騒
が
れ
る
こ

と
の
な
い
場
所
で
子
ど
も
の
命
を
必
死
に
守

り
抜
い
た
親
た
ち
が
い
る
。
懸
命
に
生
き
抜

い
た
子
ど
も
達
が
い
る
。
そ
の
子
ど
も
達
の

多
く
は
新
し
い
命
を
授
か
り
、
親
に
守
ら
れ

た
命
を
次
に
繋
い
だ
。
親
を
労
り
、
子
ど
も

を
慈
し
み
、
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
し
て
い
る
。

辛
い
事
、苦
し
い
事
、悲
し
い
事
な
ど
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
穏
や
か
に
、
つ
つ
ま
し
く
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
。

　
あ
あ
、こ
の
人
た
ち
に
会
え
て
よ
か
っ
た
。

本
当
に
よ
か
っ
た
。

　
こ
の
出
会
い
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
の

い
た
だ
き
物
で
す
。

ゴメリ放射線医学人間環境センターでプレイルームの子ども達と
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2004 年から、イラクの小児白血病・小児がんへの医

療支援を始めた。

JIM-NET 会議は 10 回目を迎えた。イラクでは治療成

果が画期的に改善されている。

日本とイラクのささやかな協力が、未来に向かって結

実していく。
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２
月
20
日
・
21
日
、
イ
ラ
ク
北
部
ク
ル
ド

自
治
区
ア
ル
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
10
回
Ｊ
Ｉ

Ｍ
─
Ｎ
Ｅ
Ｔ
会
議
が
開
か
れ
た
。
ク
ル
ド
自

治
区
の
ナ
ナ
カ
リ
ー
病
院
・
ド
ホ
ー
ク
病
院
、

イ
ラ
ク
、
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
セ
ン
ト
ラ
ル
小

児
教
育
病
院
・
小
児
福
祉
教
育
病
院
、
バ
ス

ラ
小
児
が
ん
セ
ン
タ
ー
か
ら
計
14
名
の
専
門

医
が
集
ま
っ
た
。
日
本
か
ら
は
、
信
州
大
学

医
学
部
附
属
病
院
小
児
科
の
坂
下
一
夫
医

師
、
イ
ラ
ク
か
ら
来
て
信
州
大
学
医
学
部
大

学
院
博
士
課
程
で
学
ん
で
い
る
リ
カ
医
師
、

Ｊ
Ｉ
Ｍ
─
Ｎ
Ｅ
Ｔ
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
井
下
俊
医
師
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
を
含
め
13
人
が
参
加
し
た
。

　
各
病
院
か
ら
、
２
０
１
０
年
の
１
年
間
の

小
児
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
患
者
の
治
療

デ
ー
タ
が
報
告
さ
れ
た
。
バ
グ
ダ
ー
ド
の
２

病
院
で
は
、
３
年
前
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

で
開
か
れ
た
会
議
で
信
州
大
学
小
児
科
の
小

池
教
授
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
、
ス

テ
ロ
イ
ド
剤
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
寛
解
導

入
率
が
劇
的
に
上
が
っ
た
。

　
一
方
、
バ
ス
ラ
の
フ
サ
ム
医
師
か
ら
、
昨

年
10
月
新
し
い
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た

も
の
の
、
抗
生
剤
や
化
学
療
法
の
薬
が
不
足

し
て
い
る
。
交
通
費
が
な
い
た
め
に
病
院
に

来
ら
れ
ず
治
療
を
中
断
す
る
患
者
が
い
た

り
、
患
者
家
族
が
化
学
療
法
を
信
じ
な
い
の

で
、
診
断
や
治
療
の
好
機
を
逃
が
し
て
し
ま

う
と
報
告
さ
れ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
２
病
院
か

ら
、
２
０
０
６
年
と
２
０
０
９
年
の
生
存
率

比
較
が
発
表
さ
れ
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
小
児
教

育
病
院
で
は
、
寛
解
が
継
続
し
て
い
る
患
者

は
２
０
０
６
年
23
％
、
２
０
０
９
年
に
は

64
％
に
上
が
っ
て
い
る
。
清
浄
水
は
な
く
、

電
気
も
停
電
し
が
ち
な
中
で
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
が
支

援
し
た
セ
ル
セ
パ
レ
イ
タ
ー
を
使
っ
た
血
小

板
輸
血
も
順
調
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
病
室

も
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
な
ど
、
医
師
達
の
頑

張
り
が
、
数
値
に
表
れ
て
い
た
。

　
小
児
福
祉
教
育
病
院
の
マ
ゼ
ン
医
師
の
発

表
は
、
画
期
的
で
あ
っ
た
。
２
０
０
９
年
の

新
規
患
者
数
は
１
１
９
人
、
そ
の
半
数
が
、

第 10 回ＪＩＭ─ＮＥＴ会議

2010 年治療データ発表と

　次年度の支援項目の確認

神谷さだ子（ＪＣＦ事務局長）
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急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
（
Ａ
Ｌ
Ｌ
）
で
あ
り
、

Ａ
Ｌ
Ｌ
患
者
の
約
９
割
が
寛
解
導
入
に
成
功

し
て
い
る
。

　
　

　
第
３
部
で
、
急
性
骨
髄
性
白
血
病
の
治
療

に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。
ナ
ナ
カ
リ
ー
病

院
で
は
、
急
性
骨
髄
性
白
血
病
の
寛
解
率
が

20
％
台
で
あ
る
の
に
比
べ
、
小
児
福
祉
教
育

病
院
で
は
、２
０
１
０
年
38
人
の
患
者
の
内
、

21
人
の
寛
解
導
入
に
成
功
し
て
い
る
。
小
児

福
祉
教
育
病
院
は
、
近
隣
地
域
か
ら
患
者
が

集
ま
り
、
医
師
の
多
忙
さ
は
想
像
を
超
え
る

が
、
日
本
か
ら
の
支
援
医
薬
品
の
効
果
が
見

ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
個
々
の
症
例
と
死
亡
原
因
の
分

析
発
表
が
行
な
わ
れ
、
再
発
後
の
感
染
症
対

策
治
療
な
ど
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
言
及
さ

れ
た
が
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
病
院
で
は
、
出
血

死
が
少
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
た
。

　
21
日
は
、
リ
カ
医
師
が
、
こ
れ
ま
で
の
イ

ラ
ク
の
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
の
遺
伝
子
解

析
１
５
０
例
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
を
発
表

し
た
。イ
ラ
ク
の
小
児
白
血
病
の
遺
伝
子
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
タ
イ
プ
と
は
異
な
り
、
ベ
ト
ナ

ム
や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
の
デ
ー
タ
に
近
い
と

報
告
さ
れ
た
。
イ
ラ
ク
の
患
者
に
つ
い
て
の

遺
伝
子
解
析
は
初
め
て
の
研
究
な
の
で
、
遺

伝
子
の
変
位
や
感
受
性
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ク

医
師
か
ら
質
問
が
出
た
。

　
坂
下
医
師
は
、
過
去
２
回
行
な
っ
た
医
師

招
聘
研
修
の
問
題
点
と
信
州
大
学
で
の
移
植

治
療
の
歴
史
か
ら
ひ
も
解
き
、
移
植
に
向
け

て
、
必
要
な
検
査
項
目
と
医
薬
品
の
安
定
し

た
供
給
な
ど
、今
後
の
目
標
を
提
案
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｆ
と
し
て
、
急
遽
お
願
い
し
て
プ
レ
ゼ

ン
し
て
い
た
だ
い
た
小
児
福
祉
教
育
病
院
の

テ
レ
メ
デ
ィ
ス
ン
（
医
療
Ｉ
Ｔ
を
用
い
た
遠
隔

地
医
療
）
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
調
査
目

標
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。

２
０
０
３
年
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
イ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
テ
レ
メ
デ
ィ
ス
ン
を
行
な
っ
て
い

て
、
臨
床
・
教
育
・
科
学
的
な
デ
ー
タ
交
換

に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。
骨
髄
標
本
や
Ｘ

線
映
像
な
ど
を
送
り
、
バ
グ
ダ
ー
ド
で
は
で

き
な
か
っ
た
20
％
の
患
者
の
診
断
が
で
き

た
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｆ
は
、
か
つ
て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の

移
植
治
療
で
、
衛
星
通
信
で
の
相
談
ア
ド
バ

イ
ス
が
、
と
て
も
役
立
っ
た
。
今
後
、
日
本

と
の
交
信
も
希
望
さ
れ
て
い
る
の
で
、
可
能

性
を
探
っ
て
行
き
た
い
と
思
う
。

　
全
体
会
議
の
後
、
各
病
院
ご
と
に
次
年
度

の
支
援
項
目
を
確
認
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｆ
は
、
セ

ン
ト
ラ
ル
小
児
教
育
病
院
へ
の
セ
ル
セ
パ
レ

イ
タ
ー
キ
ッ
ト
、
ポ
リ
ミ
キ
シ
ン
Ｂ
（
抗
生

剤
）
支
援
と
小
児
福
祉
教
育
病
院
か
ら
サ
ル

マ
医
師
を
含
め
た
医
師
招
聘
研
修
、
骨
髄
穿

刺
針
支
援
な
ど
、
バ
グ
ダ
ー
ド
で
の
移
植
治

療
を
目
指
し
て
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
。
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チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
か
ら
始
ま
っ
た

民
衆
に
よ
る
デ
モ
は
「
怒
り
の
金
曜
日
」
と

し
て
中
東
全
体
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
毎
週

金
曜
日
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
モ
ス
ク
で
集

団
礼
拝
を
行
う
が
、「
怒
り
の
金
曜
日
」
と

い
う
の
は
、
そ
こ
で
市
民
が
集
い
大
規
模
な

デ
モ
が
行
わ
れ
た
た
め
そ
う
呼
ば
れ
る
。
非

常
に
強
固
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
独
裁
体
制
が

エ
ジ
プ
ト
で
崩
壊
し
た
こ
と
で
中
東
全
体
が

勇
気
づ
け
ら
れ
自
分
の
国
で
も
そ
れ
が
可
能

だ
と
立
ち
上
が
っ
た
の
だ
。
毎
日
テ
レ
ビ
を

見
て
い
た
が
、ど
こ
の
国
で
も
市
民
は「
シ
ャ

ア
ブ
・
ユ
リ
ー
ド
・
イ
ス
カ
ー
ト
・
ニ
ザ
ー

ム
！
（
民
衆
は
体
制
の
崩
壊
を
望
む
！
）」

を
大
合
唱
し
、
体
制
側
の
武
力
を
も
の
と
も

せ
ず
突
き
進
ん
で
い
っ
た
。
正
直
な
と
こ
ろ

見
て
い
て
痛
快
だ
っ
た
。

　
こ
の
ア
ラ
ブ
大
革
命
と
も
い
え
る
民
衆
蜂

起
は
イ
ラ
ク
に
も
当
然
広
が
っ
た
。
し
か
し

イ
ラ
ク
で
の
民
衆
の
要
求
は
エ
ジ
プ
ト
や

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
デ
モ
隊
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
示
さ
れ
て

い
る
が
、
体
制
の
「
崩
壊
（
イ
ス
カ
ー
ト
）
」

で
は
な
く
「
修
繕
（
イ
ス
ラ
ー
フ
）
」
を
望
む

と
し
た
と
こ
ろ
だ
。
昨
年
の
初
め
に
イ
ラ
ク

で
は
国
民
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
中
東

の
選
挙
で
は
珍
し
い
と
い
っ
て
も
良
い
く
ら

い
、
あ
る
程
度
民
主
的
な
選
挙
が
行
わ
れ
た

（
し
か
し
そ
の
後
組
閣
に
８
か
月
以
上
要
し
た
上

に
内
務
省
、
防
衛
省
と
い
っ
た
重
要
ポ
ス
ト
が
未

だ
に
未
決
定
で
は
あ
る
の
だ
が
）
。

　
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
イ
ラ
ク
国
民
が

「
体
制
の
修
繕
」
を
掲
げ
た
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
か
。
簡
単
で
あ
る
。

電
気
供
給
、
失
業
問
題
、
行
政
腐
敗
な
ど
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
修
繕
を
求
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
イ
ラ
ク
戦
争
か
ら
８
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
電
気
供
給
な
ど
は

一
向
に
よ
く
な
ら
ず
、
失
業
率
も
30
％
近
く

と
深
刻
な
状
態
で
あ
る
。
デ
モ
を
行
う
民
衆

の
中
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
お
り
、「
ヒ

ド
マ
ー
ト
（
公
共
サ
ー
ビ
ス
）
」
と
刻
ま
れ
た

棺
桶
を
担
い
で
い
た
り
し
た
。
市
民
の
こ
う

新
し
い
イ
ラ
ク
に
変
わ
る

加
藤
　
丈
典

（
Ｊ
Ｃ
Ｆ
イ
ラ
ク
事
務
局
）

公共サービス改善を訴えるイラク市民
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し
た
怒
り
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
県

庁
を
襲
撃
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
既
に
イ
ラ

ク
で
は
バ
ス
ラ
、
バ
ー
ベ
ル
、
ズ
イ
ー
カ
ー

ル
の
３
県
で
知
事
が
辞
任
す
る
と
い
う
事
態

に
ま
で
発
展
し
て
お
り
、
今
後
は
全
県
議
会

を
一
斉
解
散
さ
せ
る
か
と
い
う
勢
い
だ
。

　
こ
う
い
っ
た
デ
モ
の
最
中
、
２
月
20
、
21

日
と
ア
ル
ビ
ル
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｍ
─
Ｎ
Ｅ
Ｔ
会
議

が
開
催
さ
れ
、
イ
ラ
ク
の
主
要
都
市
か
ら
医

師
が
集
い
２
０
１
０
年
度
の
治
療
成
績
や
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　
治
療
成
績
は
年
々
良
く
な
っ
て
い
る
し
、

議
論
の
内
容
も
か
つ
て
は
薬
不
足
を
嘆
き
合

う
だ
け
だ
っ
た
も
の
が
、
高
度
な
分
析
を
行

え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
バ
グ
ダ
ー
ド
の
小
児
福
祉
教
育
病
院
の

マ
ー
ゼ
ン
医
師
は
「
５
年
前
は
こ
う
い
っ
た

会
議
を
行
う
こ
と
は
夢
だ
と
思
っ
て
い
た
」

と
語
っ
た
。
ま
た
同
病
院
の
サ
ル
マ
医
師
は

「
こ
う
し
た
分
析
を
行
う
こ
と
で
生
存
率
が

上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
治
療
を
行

う
た
め
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
た
」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
皆
が
積
極
的
で
前
向
き

に
議
論
す
る
姿
を
見
て
い
て
イ
ラ
ク
の
小
児

白
血
病
治
療
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
希
望
が

見
え
て
き
た
気
が
し
た
。

　
首
都
バ
グ
ダ
ー
ド
で
は
デ
モ
隊
の
暴
徒
化

を
懸
念
し
て
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
民
衆
に
よ
っ
て
押
し
倒

さ
れ
る
シ
ー
ン
が
テ
レ
ビ
で
流
れ
た
が
、
映

像
は
２
０
０
３
年
の
バ
グ
ダ
ー
ド
陥
落
直
後

に
サ
ダ
ム
像
が
引
き
倒
さ
れ
た
シ
ー
ン
を
彷

彿
さ
せ
た
。
イ
ラ
ク
侵
攻
後
サ
ダ
ム
政
権
が

崩
壊
し
て
以
降
、
一
応
の
民
主
化
が
な
さ
れ

た
が
、
国
民
生
活
は
一
向
に
改
善
さ
れ
ず
、

治
安
は
泥
沼
の
様
相
を
呈
し
、
戦
争
終
結
宣

言
後
も
イ
ラ
ク
に
は
「
さ
あ
、
新
し
い
イ
ラ

ク
は
こ
れ
か
ら
だ
」
と
い
う
よ
う
な
区
切
り

が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
今
回

の
民
衆
蜂
起
で
こ
の
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
押

し
倒
さ
れ
た
と
き
、
こ
こ
で
区
切
り
が
付
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
な
ん
と
な
く
し

た
。

　
医
療
の
分
野
で
も
そ
う
だ
。
そ
ろ
そ
ろ
変

わ
る
と
き
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
ら
目

標
と
し
て
い
る
骨
髄
移
植
な
ん
か
あ
っ
と
い

う
間
に
で
き
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
も

と
も
と
そ
れ
だ
け
の
力
が
あ
る
医
師
達
が
、

必
死
で
努
力
し
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
だ
。

新
し
い
イ
ラ
ク
に
変
わ
る
と
き
が
来
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

バグダード小児中央教育病院マーゼン医師と患者さん
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平
島
安
人

（
ミ
ツ
バ
チ
松
本
上
映
実
行
委
員
会
代
表
）

ミ
ツ
バ
チ
松
本
上
映
、

　

そ
し
て
羽
ば
た
く
ミ
ツ
バ
チ
た
ち

　
頼
ま
れ
て
い
た
原
稿
を
Ｊ
Ｃ
Ｆ
の
布
山
さ
ん
に
送
信
し
た
の
は
い

み
じ
く
も
３
月
11
日
の
朝
で
し
た
。
そ
の
日
の
午
後
、
ま
さ
か
あ
の

よ
う
な
天
災
と
人
災
が
起
き
る
と
は
。

　
い
や
、
原
発
事
故
は
い
つ
か
起
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
起
き

た
こ
と
自
体
に
は
あ
ま
り
驚
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
実
の
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
う
と
そ
の
重
大
さ
に
心
は
揺
れ
動
き
、
折
れ
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ぼ
く
程
度
の
知
識
で
も
、
政
府
や
保
安
院
の
説
明
と
実

際
に
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
か
い
離
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
初
動
の
誤
り
と
遅
れ
は
明
白
に
わ
か
り
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
に
展
開
し
そ
う
な
の
か
想
像
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
自
然
現
象
は
想
定
外
で
あ
っ
て
も
原
発
事
故
は
起
き
る
こ
と
を
想

定
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
で
は
想
定
外
に
や
っ
て
く
る
自
然
現

象
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
の
事
故
が
起
き
る
と
想
定
し
対
処
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
答
は
た
だ
一
つ
。
原
発
は
作
ら
な
い
、
こ

れ
が
答
で
す
。
原
発
が
な
い
と
停
電
が
起
き
て
困
る
と
電
力
会
社
は

脅
し
ま
す
。
し
か
し
、
原
発
が
あ
る
と
も
っ
と
大
変
な
こ
と
に
な
る

こ
と
が
こ
れ
で
よ
く
わ
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
っ
た

ほ
う
が
大
変
な
も
の
な
ど
、
す
み
や
か
に
終
わ
ら
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
、
と
も
か
く
今
は
福
島
第
一
原
発
を
何
と
か
鎮
静
化
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
日
は
４
月
２
日
。
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
が
発

行
さ
れ
る
頃
に
は
、
多
少
な
り
と
も
先
行
き
が
見
え
る
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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実
行
委
員
会
は
上
映
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
こ
れ
か
ら
も

歩
み
な
が
ら
考
え
よ
う
、
毎
月
集
ま
ろ
う
と
、
３
月
８
日
に
は
「
グ

リ
ー
ン
電
力
証
書
」
と
「
信
州
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
構
想
」
に

つ
い
て
勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
を
め

ざ
し
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
松
本
の
羽
音
を
う
な
ら
せ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
の
こ
の
事
故
。

　
ま
ず
目
前
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
松
本
市
・
塩
尻
市
・
安
曇

野
市
・
辰
野
町
の
首
長
に
、
中
部
電
力
に
対
し
て
浜
岡
原
発
の
運
転

停
止
を
要
請
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　「
新
耐
震
基
準
の
福
島
第
一
原
発
が
あ
の
よ
う
に
な
り
、
安
全
基

準
の
無
効
性
が
立
証
さ
れ
た
。
福
島
よ
り
地
震
の
リ
ス
ク
が
高
い
と

こ
ろ
に
立
地
し
、
福
島
と
同
一
炉
型
の
浜
岡
は
、
少
な
く
と
も
福
島

が
鎮
静
化
し
原
因
究
明
が
終
わ
る
ま
で
は
停
止
す
べ
し
」
と
い
う
主

張
で
す
。
松
本
の
動
き
を
う
け
、
県
内
の
他
地
域
で
も
同
様
の
提
案

が
出
始
め
ま
し
た
。
他
に
も
原
発
に
反
対
し
て
き
た
ぼ
く
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。そ
し
て
、同
様
な
県
内
の
動
き
を
共
有
す
る
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
今
回
の
原
発
人
災
事
故
を
う
け
、
提
出
済
み
だ
っ
た
原
稿

に
加
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
降
は
事
故
前
に
書
い
た
も
の

で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
１
月
15
日
、
土
曜
日
、
雪
模
様
、
そ
し
て
何
よ
り
も
大
学
セ
ン
タ
ー

試
験
の
初
日
。
ぼ
く
は
一
抹
の
不
安
を
抱
え
つ
つ
駅
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。『
ミ
ツ
バ
チ
の
羽
音
と
地
球
の
回
転
』
松
本
上
映
会
の
朝
の

こ
と
で
す
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
が
多
い
セ
ン
タ
ー
試
験
、
天
候
が
良
く

て
も
そ
も
そ
も
試
験
日
な
の
で
都
合
が
悪
い
人
も
多
い
、
チ
ケ
ッ
ト

の
前
売
り
状
況
も
そ
こ
そ
こ
、
つ
い
悪
い
こ
と
ば
か
り
が
頭
に
浮
か

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
不
安
も
何
の
そ
の
、
い
ざ
幕

を
開
け
て
み
れ
ば
会
場
は
多
く
の
人
の
熱
気
で
包
ま
れ
、
結
局
は

３
５
０
人
を
超
え
る
市
民
の
方
々
が
来
て
く
れ
、
松
本
か
ら
も
ミ
ツ

バ
チ
の
羽
音
が
し
っ
か
り
と
う
な
り
を
あ
げ
た
の
で
し
た
。

　
２
０
０
９
年
３
月
15
日
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
ぶ
ん

ぶ
ん
通
信
」
上
映
会
が
開
か
れ
、
ぼ
く
も
参
加
し
ま
し
た
。
ミ
ツ
バ

チ
監
督
の
鎌
仲
ひ
と
み
さ
ん
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
と
い
う
手
法
を
使
い

ま
す
。
映
画
制
作
の
た
め
の
取
材
映
像
を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

を
公
開
し
な
が
ら
映
画
制
作
を
進
め
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
制
作
の
た
め

の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
「
ぶ
ん
ぶ
ん
通
信
」
第
１
巻
が
完
成
し
上
映
会
開

催
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
鎌
仲
流
の
情
報
公
開
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
最
終
的
な
制
作
物
へ
の
期
待
も
高
ま

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
の
夜
、
ぼ
く
は
自
分
の
ブ
ロ
グ
に
こ
ん
な
こ
と
を
書
き
ま

し
た
。
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“
原
発
の
場
合
は
い
つ
も
の
こ
と
で
は
あ
る
け
ど
、
や
は
り
憤
慨

し
て
し
ま
う
こ
と
ば
か
り
だ
。「
原
発
」
は
「
理
不
尽
」
と
同
義

語
だ
と
思
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
鎌
仲
さ
ん
は
い
つ
も
の
よ

う
に
明
る
く
元
気
に
、「
よ
い
と
思
っ
た
こ
と
、
や
っ
た
ほ
う
が

よ
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
自
分
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
み
よ
う
よ
。

そ
の
ほ
う
が
楽
し
い
し
さ
」
っ
て
呼
び
か
け
て
、
ほ
ん
と
う
に

そ
う
だ
よ
な
あ
。
映
画
も
秋
に
は
完
成
予
定
と
の
こ
と
。
松
本

で
も
上
映
会
を
開
か
な
い
と
ね
。”

　
映
画
は
２
０
１
０
年

春
に
完
成
し
６
月
か
ら

各
地
で
の
自
主
上
映
会

も
ス
タ
ー
ト
、
と
こ
ろ

が
ぼ
く
は
何
と
な
く
ぐ

ず
ぐ
ず
し
、『
六
ヶ
所

村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』
松

本
上
映
の
仲
間
に
呼
び

か
け
た
と
き
に
は
も
う

７
月
。
で
も
即
座
に
何

人
も
が
呼
び
か
け
に
応

え
て
く
れ
、
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

み
ん
な
も
誰
か
が
呼
び

か
け
る
の
を
待
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

気
持
ち
が
ぼ
く
の
背
中

を
押
し
、
ぼ
く
の
声
が

ま
た
み
ん
な
の
背
中
を

押
す
、「
背
中
は
押
す
も

の
、
押
さ
れ
る
も
の
」、

そ
ん
な
こ
と
も
感
じ
た

今
回
の
上
映
で
し
た
。

　
実
行
委
員
会
で
は
映

画
の
試
写
会
や
、
原
発

の
経
済
性
や
生
物
多
様

性
に
つ
い
て
学
ぶ
勉
強

会
も
行
い
、
映
画
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
実
は
原
発
は
高
コ
ス
ト
、
そ
ん
な
事

実
を
知
っ
た
こ
と
で
多
く
の
人
に
映
画
を
見
て
も
ら
お
う
と
い
う
気

持
ち
が
高
ま
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
上
映
は
３
回
、
途
中
に
は
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
、
鎌
仲
さ

ん
、
飯
田
哲
也
さ
ん
（
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
所
長
）
、
美
咲
さ

ん
（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）
に
祝
島
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
い
な
る
可

能
性
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
美
咲
さ
ん
か
ら
は
太

陽
光
発
電
で
充
電
し
た
電
池
を
音
響
電
源
に
使
う『
光
合
成
ラ
イ
ブ
』

祝島へのメッセージを書く参加者
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も
。

　
日
本
で
は
原
発
し
か

選
択
肢
が
な
い
と
い
う

よ
う
な
偏
っ
た
情
報
だ

け
が
流
さ
れ
多
く
の
人

が
そ
う
思
い
込
ま
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
世
界

の
現
実
は
風
力
や
太
陽

光
が
飛
躍
的
に
拡
大
し

原
発
は
む
し
ろ
純
減
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
自

ら
の
身
を
削
る
よ
う
に

し
て
30
年
近
く
上
関
原

発
へ
の
反
対
を
続
け
て

い
る
祝
島
の
人
々
の
姿
、
そ
う
い
っ
た
話
に
多
く
の
人
が
目
か
ら
ウ

ロ
コ
が
取
れ
、
深
く
共
感
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　『
六
ラ
プ
』
に
引
き
続
き
今
回
も
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
字
幕
を

用
意
し
ま
し
た
。
長
野
サ
マ
ラ
イ
ズ
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て
作
っ

た
字
幕
デ
ー
タ
一
式
は
、
２
月
か
ら
始
ま
っ
た
渋
谷
ユ
ー
ロ
ス
ペ
ー

ス
で
の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
も
使
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
全
国
各
地
の
上

映
会
で
も
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。情
報
を
障
壁
な
く
伝
え
る
こ
と
、

こ
れ
も
大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
。

　
他
に
も
、祝
島
の
ビ
ワ
茶
と
ひ
じ
き
の
お
に
ぎ
り
を
用
意
し
た
り
、

長
島
の
自
然
を
守
る
会
か
ら
お
借
り
し
て
の
写
真
展
示
、
数
々
の
資

料
や
書
籍
販
売
、
そ
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
と
、
実
行
委
員
の
ア

イ
デ
ア
と
実
行
力
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
、
ホ
ワ
イ
エ
は

来
場
者
で
ご
っ
た
返
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
想
い
を
海
の
生
き
物
の

カ
ー
ド
に
書
い
て
も
ら
い
、
瀬
戸
内
海
を
模
し
た
台
紙
に
張
り
付
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
は
、
約
５
万
５
千
円
の
カ
ン
パ
と
と
も
に
祝

島
島
民
の
会
に
届
け
ま
し
た
。

上関原発や自然エネルギーについての署名に協力する参加者
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松本市長		菅谷昭	様

【提案書】中部電力株式会社への浜岡原子力発電所の運転停止要請

2011 年 3 月 25 日

私たちは中信地区在住の市民で構成する「ミツバチ松本上映実行委員会（代表：平島	安人）」と、

本要請への賛同者一同です。

福島第一原子力発電所（以下、原発）の事故をうけ、ぜひとも松本市長に早急にご検討、ご

決断を頂戴したい提案があります。

私たちからの提案そして切なるお願いは、市民の安全・安心確保のため、そして地震・津波・

原発事故により大きな損傷をうけた日本の早期再興のために、

「中部電力株式会社に対し、浜岡原子力発電所の運転をいったん停止するよう、松本市長

から強く要請していただきたい」

という内容です。

この提案の根拠は大きく 2つあります。

１. 新耐震基準で審査された福島第一原発がこのような事態に陥ったことは安全基準そのもの

の無効性が立証されたことに他ならず、同じ炉型でありしかも福島第一原発よりも地震リ

スクの高い立地条件にある浜岡原発は、少なくともいったん運転停止すべき。

２. 福島第一原発は一刻も早く鎮静化させなければならない状況にあり、人も機材も国の総力

をあげての対応をしているところであるが、先行きは不透明であり長期戦の様相を呈し

ている。その状況下で、万が一浜岡原発において多少なりとも不具合が生じた場合、福

島第一、浜岡双方にとって対応力確保が困難となる。リスクを低減し火急の問題に専心

対処するためには、浜岡原発の運転停止が妥当である。

原発の是非の議論とは別に、総力を挙げてこの危機に立ち向かう今、新たなリスクを回避す

る意味から必要なことと考えての提案です。原発の停止期間については、上記根拠 1．の観

点より、少なくとも福島第一原発が鎮静化し事故の原因究明が終了するまでは停止すべきと

考えます。浜岡原発の停止により電力供給能力は低下しますが、中部電力管内における省エネ・

節電への意識の高まり、自主的な取り組み状況を見ると、安全・安心確保のためなら受け入

れる素地も対応能力も十分にあるものと考えます。

今、多くの市民が見えない放射能汚染におびえる毎日を送っています。不安要因を取り除く

ことによって、解決すべきことに集中できる状態を作ることが求められていると思います。

いったん立ち止まり、まず集中すべきことに集中する。そして次なることをよく考えることが、

結局は早い解決につながるのではないでしょうか。

新しい日本の国づくりのために、今まさに立ち止まることが必要だと考え、以上ご提案します。

○回答について

私たちは 3月末までに回答を頂戴することを希望しますが、ご検討のうえまず回答期日をご

連絡くださるようお願いします。回答は期日までに文書もしくは電子メールで頂戴できると

幸いです。
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『
ミ
ツ
バ
チ
の
羽
音
と
地
球
の
回
転
』
を
観
て

有
賀
敬
子
（
ミ
ツ
バ
チ
松
本
上
映
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　　
映
画
『
ミ
ツ
バ
チ
の
羽
音
と
地
球
の
回
転
』
を
松
本
上
映
会
で
観

ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
に
浮
ぶ
祝
島
の
美
し
い
風
景
―
太
陽
に
き
ら
め

く
海
、
港
に
並
ぶ
漁
船
、
冬
に
咲
く
ビ
ワ
の
花
の
ま
わ
り
を
ミ
ツ
バ

チ
が
飛
び
交
い
、
自
然
豊
か
な
祝
島
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
穏
や
か
に
見

え
る
祝
島
の
生
活
に
、

30
年
近
く
も
原
発
反
対

の
壮
絶
な
闘
い
が
続
い

て
い
る
の
で
す
。
祝
島

の
真
正
面
の
田
ノ
浦
で

は
原
発
建
設
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
原

発
を
建
て
る
に
は
、
周

辺
の
森
林
を
伐
採
し
、

海
を
埋
め
立
て
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
田
ノ

浦
の
海
を
埋
め
立
て
ら
れ
た
ら
、
原
発
が
で
き
る
前
に
島
は
死
ん
で

し
ま
う
こ
と
を
、
第
一
次
産
業
に
生
き
る
島
民
た
ち
は
日
常
生
活
か

ら
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
映
画
を
見
る
ま
で
、
原
子
力
発
電
所
建
設
を
反
対
す
る

理
由
は
、
も
し
事
故
が
起
こ
っ
た
ら
放
射
能
汚
染
と
か
が
危
な
い
か

ら
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
の
よ
う
な
大
惨
事
を
く
り
返
さ
な
い
た
め
の
反
対
運
動

な
の
だ
と
。
し
か
し
、
そ
れ
は
浅
は
か
な
考
え
で
あ
っ
た
の
だ
と
、

こ
の
映
画
を
見
て
気
付
き
ま
し
た
。
未
来
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

「
も
し
」
だ
け
で
な
く
、
今
ま
さ
に
起
こ
っ
て
い
る
問
題
に
目
を
向

け
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
途
中
、
映
画
の
舞
台
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先
進
地
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
移
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
日
本
で
将
来
ど
の
よ
う
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
多
く
の
ヒ
ン
ト

が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。中
で
も
、電
力
市
場
を
開
放
し
、市
民
が「
緑

の
電
気
」
を
使
う
か
「
汚
い
電
気
」
を
使
う
か
、
自
由
に
電
力
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
一
人
一
人
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
い
方
に
も
意
識
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
今
私
は
、
中
国
の
河
北
省
の
大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。
市
内
を
歩

く
と
、
工
場
も
な
い
の
に
レ
ン
ガ
で
造
ら
れ
た
高
い
煙
突
が
、
あ
ち

上映会当日、受付を手伝う有賀敬子さん（左から 2人目）
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こ
ち
に
建
っ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
に

た
く
さ
ん
煙
突
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
施
設
で
は
冬
に
な
る

と
大
量
の
石
炭
を
燃
や
し
、水
を
温
め
ま
す
。温
水
は
パ
イ
プ
を
通
っ

て
付
近
の
建
物
（
マ
ン
シ
ョ
ン
、
商
業
施
設
、
学
校
な
ど
）
に
運
ば
れ
、

建
物
内
に
も
張
り
巡
ら
さ
れ
た
鉄
パ
イ
プ
を
通
っ
て
、
暖
房
と
し
て

機
能
し
て
い
る
の
で
す
。
内
陸
性
の
乾
燥
し
た
気
候
で
雨
や
雪
は
滅

多
に
降
り
ま
せ
ん
が
、
冬
は
連
日
マ
イ
ナ
ス
10
度
以
下
な
ん
て
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
地
域
で
暮
ら
す
に
は
、
こ
の
「
暖

気
（
ヌ
ア
ン
チ
ー
）
」
と
呼
ば
れ
る
暖
房
器
具
が
必
須
な
の
で
す
。
私

の
暮
ら
す
寮
で
も
、
11
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の
間
、
こ
の
鉄

パ
イ
プ
が
冷
た
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
暖
房
は
黄
河
以

北
な
ら
ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
温
か
く
、
真
冬
で
も

快
適
に
過
ご
せ
る
の
で
す
が
、
一
方
で
市
内
の
空
気
が
と
て
も
汚
染

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
鼻
を
か
む
た
び
に
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
有
数
の
石
炭
生
産
・
消
費
大
国
、
中
国
。
１
９
９
７
年
、
当

時
の
李
鵬
首
相
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
石

炭
消
費
体
質
か
ら
天
然
ガ
ス
、
石
油
、
水
力
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

多
様
化
構
造
へ
の
転
換
策

を
発
表
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
国
と
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
造
の
変
革
を
図
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

太
陽
光
・
風
力
・
波
力
等

の
「
緑
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
様
化
構

造
に
組
み
込
ま
れ
て
は
い

ま
す
。
し
か
し
、
暖
房
設

備
一
つ
と
っ
て
も
変
換
は

容
易
で
な
く
、
石
炭
依
存

か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
温
室
効

学内にある「暖気」のボイラーの煙突。冬は煙突からモクモク
と白い煙が上がる

温水が流れる、学生寮内の鉄パイプ
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果
ガ
ス
や
空
気
汚
染
物

質
を
出
さ
ず
に
、
急
激

な
経
済
発
展
に
一
番
見

合
っ
た
「
現
実
的
」
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
原

子
力
が
選
択
さ
れ
、
次
々

に
原
発
が
建
設
さ
れ
続

け
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。

　
石
炭
か
ら
石
油
、
そ

し
て
「
核
」
へ
。
こ
の

構
図
は
避
け
て
通
る
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。
経
済

発
展
を
公
害
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
日
本
。
同
じ
よ
う
に
、
歩
ん
で

い
こ
う
と
す
る
中
国
。
中
国
に
多
く
の
友
人
が
で
き
、
中
国
の
魅
力

を
日
々
発
見
し
て
い
る
私
に
は
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
に
今
で
き
る
こ
と
。
小
さ
い
な
が
ら
も
ミ
ツ
バ
チ
の
羽
音
を
鳴

ら
し
続
け
、「
き
れ
い
ご
と
」
だ
け
じ
ゃ
な
い
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
「
光
と
影
」
を
少
し
で
も
そ
の
友
人
た
ち
に
話
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「太極扇」の発表会　有賀さん（右）

田ノ浦からの夕景（祝島ホームページ　フォトギャラリーより）
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連
　
載
　
随
　
筆

宮
尾 

彰

摂
理
の
時

　
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
午
後
二
時
半
過
ぎ
。

　
三
年
近
く
音
沙
汰
の
無
か
っ
た
友
人
か
ら
電
話
が
入
り
ま
し
た
。

　
そ
の
声
に
は
、
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
状
況
か
ら
彼
女
が
私
に
向
け
た

再
生
へ
の
意
志
が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。
駐
車
場
で
傾
聴
す
る
内
に
、

私
を
乗
せ
た
車
は
大
き
く
揺
れ
始
め
た
の
で
す
。

〝A
n
d

　w
e

　are

　all

　m
o
rtal.

〟

「
私
た
ち
の
誰
も
が
皆
、
限
り
あ
る
命
を
生
き
て
い
る
」

　
そ
の
数
日
前
、
渋
谷
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｍ
で
観
た
イ
ラ
ン
生
れ

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ホ
セ
イ
ン
・
ゴ
ル
バ
の
個
展
『
寛
容
の
詩
学
』

に
は
、
Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
言
葉
が
引
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
二
〇
一
一
年
三
月
一
二
日
未
明
。

ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

私
は
無
事
で
す
。

連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
か
ら
は
、
親
戚
の
安
否
を
問
う
伝
言
が
夜
明
け
ま
で

流
れ
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
大
切
な
挨
拶
の
言
葉
は
、
こ
ん
な
に
も

単
純
素
朴
な
の
で
す
。
そ
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
深
い
闇
の
向
う

に
夥
し
い
被
災
者
が
ひ
し
め
き
合
う
夜
が
必
要
だ
っ
た
と
は
。

　
か
つ
て
、
押
田
成
人
神
父
が
預
言
し
た
と
お
り
に
成
り
ま
し
た
。

　
物
質
文
明
が
崩
壊
す
る
時
に
は
、
き
っ
と
大
き
な
音
を
立
て
る
。

N
O
.4

3
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二
〇
一
一
年
三
月
一
三
日
午
前
一
〇
時
。

　
一
昼
夜
、
事
実
を
隠
蔽
し
よ
う
と
躍
起
に
な
る
政
府
は
、
黒
い
手

で
記
さ
れ
た
シ
ナ
リ
オ
に
従
い
周
到
に
計
算
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

不
明
瞭
な
弁
明
を
続
け
ま
し
た
。
ま
ど
ろ
む
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
ま
ま

朝
を
迎
え
た
私
は
、
お
の
づ
か
ら
彼
を
再
訪
し
ま
し
た
。

　
ラ
ジ
オ
か
ら
は
、
相
変
わ
ら
ず
国
民
を
欺

あ
ざ
む

く
た
め
の
言
葉
が
流
れ

て
い
ま
す
。
直
に
私
た
ち
の
生
活
を
覆
う
で
あ
ろ
う
、
目
に
見
え
ぬ

底
無
し
の
恐
怖
に
備
え
る
べ
き
こ
の
時
に
。

　
こ
こ
で
気
付
か
ず
に
、
こ
こ
で
向
き
直
ら
ず
に
、
こ
の
国
に
未
来

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
別
れ
際
、
再
び
彼
か
ら
託
さ
れ
た
石
の
印
に
は
『
慈
悲
喜
捨
』
の

四
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
中
で
も
、
最
後
の
『
捨
』
が
一
番
大
切
で
す
よ
」

　
今
、百
年
を
要
す
る
こ
の
国
の
再
建
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
一
年
三
月
一
二
日
午
後
二
時
。

　
私
は
車
の
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
友
人
に
勧
め
ら
れ
た
小
さ
な
展

覧
会
に
着
き
ま
し
た
。
会
場
で
あ
る
パ
ン
屋
の
二
階
に
は
、
玉
子
の

よ
う
に
丸
い
顔
を
し
た
仏
た
ち
が
私
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
店
内
に
流
れ
る
ラ
ジ
オ
か
ら
、
な
る
べ
く
時
間
を
か
せ
ぐ
と
い
う

任
務
を
帯
び
た
職
員
が
、
何
度
も
繰
り
返
し
て
原
発
事
故
の
経
過
を

説
明
し
続
け
る
の
が
聞
こ
え
て
来
ま
す
。

　「
今
こ
う
し
て
僕
た
ち
が
見
て
い
る
の
は
、
こ
の
国
の
間
違
っ
た

骨
組
み
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
姿
だ
よ
。『
被
災
地
支
援
』
な
ん
て
言
葉

で
済
む
事
柄
じ
ゃ
な
い
」

　
ラ
ジ
オ
の
声
を
遮
っ
た
の
が
、
仏
た
ち
の
作
者
、
阿あ

ら羅
こ
ん
し
ん

（
本
名
大
友
慶
次
）
さ
ん
で
し
た
。

　
時
々
刻
々
と
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
に
私
の
意
識
は
掻
き
乱
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
彼
は
そ
れ
を
ま
っ
た
く
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
遠

い
眼
差
し
で
事
象
の
全
体
を
眺
め
て
い
る
の
で
し
た
。

　
求
め
ら
れ
て
、
私
は
示
さ
れ
た
ノ
ー
ト
に
名
前
を
書
き
ま
し
た
。

　「
僕
、
ど
こ
か
で
あ
な
た
の
文
章
を
読
ん
で
い
ま
す
よ
」

　「
実
は
、
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
ロ
に
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

　
こ
の
日
こ
の
場
所
で
、
私
た
ち
が
出
会
っ
た
の
は
、
正
に
摂
理
と

し
か
言
い
よ
う
の
無
い
出
来
事
で
し
た
。

　
帰
り
際
、
彼
は
私
の
掌
に
お
手
製
の
握
り
仏
を
置
き
ま
し
た
。
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ベラルーシの名古屋コーチンたち～チキンのヨーグルト煮込み～

　板塀に囲まれた農家の中庭に、褐色レグホーンのニワトリが放し飼いにされ

ていた。赤い鶏冠と尾の濃い褐色が美しく、名古屋コーチンかと見まごうばか

りだ。おばあちゃんが、鳥小屋からエプロンに抱えてくる卵も、新鮮でおいし

い。そして時には、手で絞められて、スープや肉料理に使われる。

　サワークリームまたはヨーグルトで煮込むとまた変わった一品となる。

＜材料 5人分＞

鶏肉　500 ｇ・サワークリーム（ヨーグルトでも可）　大５・玉ねぎ　1 個

にんじん　1 本・ニンニク　１片・バター　20 ｇ・塩　コショウ　適宜

＜作り方＞

1, 鶏肉は一口大に切り、塩、コショウする。

2, 玉ねぎは、縦半分にして、スライスする。にんじんは 3 ミリ位の輪切り、

ニンニクもスライスする。

3, 熱したフライパンに、約 3 分の 2 のバターと鶏肉を入れて、焦げ目が付く

までいためる。

4, 深手の鍋に鶏肉を移し、かぶるくらいの水を入れ、沸騰したらにんじんを

加えて煮る。

5, フライパンに残りの

バターをいれ、玉ねぎ

を炒めて、4, の鍋で一

緒に煮込む。

6, 最後にサワークリー

ム（またはヨーグルト）

とニンニクを入れて少

し煮込み、塩・コショ

ウで味を整える。



　訳：吉原深和子

　昨年はモスクワの猛暑についてご報告しました。この猛

暑は、自然発火による火災をモスクワ周辺地域をはじめと

するロシア各地に引き起こし、多くの災害をもたらしまし

た。今回は、それと同じくらいに異常な現象についてお話

ししましょう。去年の 12 月 25 日にモスクワを襲った『氷

の雨』現象です。新年を目前にした冬の一番寒い時期に、空から水滴が落ちて

きて、氷点下の地面に落下したとたんに凍りついたのです。奇妙な点は、12 月に雨

が降ったこと、そしてその雨が落ちてくる間に雪に変わらなかったことです。

　気象予報士によると、地上 1.5 ｋｍの地点は０℃以上だったので雨粒でした

が、それが−４℃の地面に落ちた瞬間に凍結して、道路や樹木や自動車や電線

を氷の層で覆ってしまったというのです。しかしそれを知ったのは翌日になっ

てからで、私も他のモスクワ市民たちも、クリスマスの夜には知る由もありま

せんでした。その日私はいつもよりも遅く、晩になって犬の散歩に出掛けまし

た。犬はいつも通り私よりも先に駆け出しました……そして滑って転んだので

す！私も犬もびっくりしました。すぐに立とうとしますが、はじめてスケート

靴を履いた時みたいに、足が開いてしまって歩けません。雪の吹きだまりもすっ

かり氷の層で覆われて、街灯の光に輝いていました。これなら、うっかり雪の

中に埋もれてしまう心配もありません。木々の枝もガラスのように輝いて、氷

の重みで地面すれすれまで頭を垂れています。ほんとうにおとぎ話のように綺

麗でした！折れた枝がいくつか木々のそばに落ちていました。

　翌日のモスクワではトロリーバスは運休し、大半の信号機は止まってしまい

ました。ドモジェドヴォ空港では送電線が切断され、掲示板の文字が消えて、

乗客はどれだけ待てばいいのか、いつ出発できるのかさえも分からなくなって

しまいました。モスクワ周辺地域の約 10 万人が停電に見舞われました。車は

駐車場に止まったままです。氷が鍵穴を塞いでしまって、ドアが開けられないの

です。道路はスケート・リンクに早変わり、歩くこともままなりません。医局長

は住民に対して、食料を備蓄して外出しないように、客も呼ばないようにと勧告

しました。さらに彼は骨折しないための正しい転び方まで教えてくれました。

　さて、今年の夏は、どんなサプライズが待ち構えているのでしょうか？

イリーナ・ニコラエワ（モスクワ事務局）
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◎
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を
や
め
て
寄
付
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
役
立
て
て
下
さ
い
。

◎
皆
様
の
二
十
年
以
上
の
活
動
に
さ
さ
や
か

な
応
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◎
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
で
す
が
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。
病
と
闘
っ
て
い

る
人
々
に
笑
顔
が
戻
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ

…
。

◎
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
で
す
。

◎
平
和
を
愛
す
る
活
動
に
心
が
大
変
あ
た
た

ま
り
ま
す
。

◎
皆
様
の
ご
活
躍
の
様
子
な
ど
を
グ
ラ
ン
ド

ゼ
ロ
で
読
み
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

◎
今
年
も
心
暖
ま
る
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
今
年
も
よ
く
頑
張
っ
た
自
分
へ
の
ご
褒
美

を
寄
付
に
。

◎
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

◎
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
希
望
に

満
ち
た
楽
し
い
年
で
あ
る
よ
う
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

◎
前
号
『
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
』
の
宮
尾
さ
ん
の

エ
ッ
セ
イ
、「
協
働
の
基
」
に
と
て
も
感
銘

を
う
け
ま
し
た
。
人
間
の
あ
り
方
の
根
元
的

な
姿
勢
に
、
深
く
共
感
し
ま
す
。

◎
前
号
「
会
員
さ
ん
訪
問
」
の
上
條
さ
ん
の

お
話
を
読
ん
で
、
そ
の
お
人
柄
や
生
き
方
に

憧
れ
ま
し
た
。
い
つ
か
お
会
い
し
た
い
で

す
！

◎
12
月
４
日
の
イ
ラ
ク
３
医
師
講
演
、
と
て

も
良
い
時
間
で
し
た
。
改
め
て
現
地
の
状
況

を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

◎
昨
年
12
月
22
日
福
山
の
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ

ト
ー
ク
＆
ク
リ
ス
マ
ス
。
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
少
し

で
す
が
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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　〈
震
災
後
〉

◎
地
震
被
災
地
へ
募
金
の
他
、
は
が
き

２
０
０
枚
を
贈
り
ま
す
。
使
っ
て
下
さ
い
。

◎
被
災
地
の
方
々
、
大
変
な
環
境
の
な
か
で

す
が
お
大
事
に
生
き
て
下
さ
い
。
駆
け
つ
け

て
下
さ
る
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
一
緒
に
前
に
進
め
る
よ
う
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
す
ば
ら
し
い
活
動
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
又
お
金
が
で
き
た
ら
振
込
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
心
か
ら
応
援
し
て
お

り
ま
す
。
感
謝
の
心
を
こ
め
て
…
。

◎
鎌
田
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
拝
見
し
ま
し
た
。「
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！
」
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
。

◎
福
島
原
発
被
災
者
の
皆
さ
ま
、
勇
気
を
出

し
て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

◎
皆
様
の
ご
健
康
が
守
ら
れ
、
笑
顔
が
一
日

も
早
く
戻
っ
て
き
ま
す
よ
う
に
。

◎
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
お
金
を
集
め
ま
し

た
。
少
額
で
す
が
、
何
か
の
お
役
に
立
て
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
被
爆
者
（
長
崎
）
の
ひ
と
り
と
し
て
、
今

回
の
原
発
事
故
は
心
が
痛
み
ま
す
。
ど
う
ぞ

福
島
で
被
爆
さ
れ
て
い
る
方
々
の
力
に
な
っ

て
下
さ
い
ま
せ
。
皆
様
の
ご
健
康
が
守
ら
れ

ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
池
田
香
代
子
さ
ん
か
ら
の
御
紹
介
で
す
。

お
役
立
て
下
さ
い
。

◎
今
一
番
苦
し
く
辛
い
方
の
た
め
に
お
役
立

て
下
さ
い
。
早
く
原
発
事
故
が
治
ま
り
皆
様

に
笑
顔
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
…
。

◎
今
ま
で
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
成
果
を
生
か

し
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。
さ
さ
や
か
で
す

が
送
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
の
お
付
き
合
い

で
蓄
え
た
正
し
い
情
報
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
少
額
で
す
み
ま
せ
ん
、
ご
活
躍
期
待
し
て

い
ま
す
。
ま
た
協
力
し
ま
す
。

◎
優
し
い
心
づ
か
い
を
共
に
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
。

◎
わ
ず
か
で
す
が
、
こ
の
度
の
大
災
害
、
人

災
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
、
被
害

が
少
し
で
も
少
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

◎
辰
口
町
の
雑
木
林
の
パ
ン
や
さ
ん
か
ら
お

知
ら
せ
頂
き
ま
し
た
。
何
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
。
改
め
て
色
あ
せ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
周
辺
の
地
図
を
な
が
め
て
い
ま
す
。（
壁

に
ず
っ
と
貼
っ
て
あ
り
ま
す
）

◎
か
ま
た
先
生
の
ブ
ロ
グ
で
見
ま
し
た
。
ミ

ク
シ
ー
の
友
達
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
の
方
な

ど
が
南
相
馬
市
に
行
く
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
原
発
周
辺
に
住
む
方
々
は
首
都
圏
で
電

気
を
使
っ
て
い
る
私
た
ち
の
身
代
わ
り
に
な

て
、
本
当
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
支
援

に
行
か
れ
る
皆
様
も
ど
う
か
お
身
体
に
気
を

付
け
て
下
さ
い
。心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
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Здравствуйте！
ПЛОЩАДЬ

 I am praying constantly to God to help Japan. The earthquake and tsunami 

were so bad but I am now so worried about the serious news of the nuclear 

reactor. I hope that everything will end soon with the least damages.

Dear my beloved friend, please tell me how can help you and your great 

people. I am really sad because I'm just watching these homeless people and 

the devastating effects of the Tsunami on the news. My heart is with all of 

you.

Insha'allah, God will help you in this crisis.

I wish to you and to all of the friendly Japanese people safety, health and 

happiness.

Hope to see again.

Your supporting brother

Tariq

イラクの医師からもたくさんのお見舞いのメールが届いています。

☆　ターリク・シュジャイリー医師（バグダードのセントラル小児教育病院）
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こんにちは！
事務局広場

地震と津波のニュースを聞きとても心配しています。皆さんとその御家族がどう

か無事でありますように。また私の祈りが日本のすべての人々に届きますよう。

そして犠牲になった方々にお悔やみ申し上げます。

地震と津波の被害もとても甚大なものでしたが、私は今、原発事故の方が気がか

りでなりません。これらの問題が一刻も早く、また最小限の被害に抑えられ解決

されることを願っています。

テレビを通じて、被災者の映像を見ているだけで、非常なもどかしさを感じてい

ます。

日本の愛すべき友人の皆さま、今我々にできることはなんでしょうか？どういう

形で皆さんを支援する事ができるのでしょうか？

私達の心は皆さんと共にあることをどうか

忘れないでください。

Dr. ターリク・シュジャイリー

セントラル小児教育病院
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 السلام علٍكن تاكً

اتوٌى اى تكوى قذ وصلت بالسلاهَ لبٍتك واُلك وقوت بتقذٌن واجبك تجاٍ شعبك واى تكوى الاهور قذ عادت الى 
علٍكن وُذٍ الوحٌَ الشذٌذٍ فاًكن شعب صبور بلذكن العشٌش الذي طالوا دعوًا لكن بالخلاص هي تلك الٌكبَ الصعبَ 

 وشكزا سوف تتجاوسو ُذٍ الوحٌَ بسلام وتعٍذو بٌاء بلذكن العشٌش علٌٍا وعلٍكن

 
アライクム　サラーム

みなさんの御家族が無事でありますよう。

現在、被害に遭われた人々のために大変なミッションをなさっていますね。

あなたがたの偉大な国がかつてのように元通りになることを願っています。

日本の人々は忍耐強い方達です。ですから、この困難をきっと乗り越える

ことができるでしょう。そしてあなた方にとっても我々にとっても偉大な

国である日本を復興させることができるでしょう。

☆　Dr. ハサナイン・ハビーブ・ガーリー（バグダード小児福祉教育病院）

Hello all, how are you?

Sorry to hear about the earthquake in Japan...

We hope you all are well and in good health.

Hope that all injured people will get better soon.

Regards.

日本の震災のニュースを聞きお悔やみ申し上げます。

皆さんが御無事であることを祈っています。そしてすべて傷ついた人々が一

刻も早く良くなるよう祈っています。

Здравствуйте！
ПЛОЩАДЬ

☆　アブー・サイード　バグダード現地スタッフより
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☆　Dr. マーゼン・アルジャーディリー（バグダード小児福祉教育病院）

Dear Friends

I hope you are doing well, I didn't send any e-mail in the previous days 

knowing that you might be busy in more than one thing.

We never stop thinking of you but still helpless and don't know what to 

do, at least we have a feeling and in spite of unbelievable obstacles we are 

living with, we still feel guilty of not helping you in anyway.

Maybe wishing the peace for all is the best that we can give for the time 

being.

One suggestion; can you omit one month donation to our hospital and we 

will try to collect it from our friends and people to supply the children with 

drugs.

Waiting for your opinion

Best regards

皆さんが御無事であるよう祈っています。ここ数日は皆さんがとても忙し

くしていると思いメールもお送りしませんでした。しかし皆さんの事をか

た時も忘れたことはありません。我々は今皆さんのために何をすべきなの

か。我々自身も大きな困難を向き合っていますが、皆さんに何の助け手を

差し伸べないでいることにとても心苦しさを覚えるのです。おそらく皆さ

んの平安のために祈るということが我々にできる最上のことかもしれませ

んが、一つの案として、１カ月分の我々の病院への寄付を見合わせる（地

震による被災者へまわすために）というのはいかがでしょう。1カ月分の

子ども達への薬品代は友人や我々自身でなんとか工面するようにしたいと

思います。

お返事をお待ちしています。

こんにちは！
事務局広場
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Book

Movie

Book沈む日本を愛せますか？
内田 樹・高橋源一郎

ジプシーを訪ねて

関口義人

「ジプシーを訪ねて」（岩波新書）

著者：関口義人

発行：岩波書店

定価：800 円＋税

国
を
も
た
ぬ
ジ
プ
シ
ー
た
ち
は
、
こ
の
21

世
紀
の
世
界
を
ど
う
生
き
抜
い
て
い
く
の

か
。
ジ
プ
シ
ー
音
楽
の
魅
力
に
導
か
れ
た

著
者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
あ
い
な
が

ら
も
、
歴
史
あ
る
ジ
プ
シ
ー
集
落
か
ら
難

民
キ
ャ
ン
プ
ま
で
、
バ
ル
カ
ン
～
中
欧
～

中
東
諸
国
へ
と
、
ジ
プ
シ
ー
た
ち
を
訪
ね

歩
い
た
10
年
の
経
験
を
ま
と
め
た
。

Liberté（自由）
トニー・ガトリフ

「Liberté（自由）」

監督：トニー・ガトリフ

2009 年／フランス／ 105 分／カラー

http://www.ugcdistribution.fr/liberte/

『
ラ
ッ
チ
ョ
・
ド
ロ
ー
ム
』
を
は
じ
め
ジ
プ

シ
ー
映
画
を
撮
り
つ
づ
け
て
い
る
ト
ニ
ー
・

ガ
ト
リ
フ
の
最
新
作
。
第
二
次
世
界
大
戦

下
の
ナ
チ
ス
と
仏
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
の
ロ
マ

（
ジ
プ
シ
ー
）
迫
害
を
と
り
あ
げ
、
ブ
ド
ウ

収
穫
の
仕
事
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
ロ
マ

の
一
団
が
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
捕
ま
り
収
容
所

に
送
ら
れ
る
悲
劇
を
描
く
。（
日
本
未
公
開
）

「沈む日本を愛せますか？」

著者：内田 樹・高橋源一郎

発行：ロッキング・オン

定価：1500 円＋税

内
田
樹
と
高
橋
源
一
郎
が
日
本
政
治
を
語

る
、
季
刊
総
合
誌
『
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
』
に
連

載
中
の
対
談
を
、
紙
面
未
掲
載
部
分
も
加

え
て
再
構
成
し
て
収
録
。
ま
た
、
新
た
に

語
り
お
ろ
し
た
「
総
括
対
談
─
沈
む
日
本

を
愛
す
る
た
め
に
」
も
追
加
。「
右
肩
下

が
り
の
時
代
」
を
生
き
抜
く
た
め
の
提
言

集
。
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CD

CD

CD

アジトポップ
リアピス・トルベツコイ

　「アジトポップ」

リアピス・トルベツコイ

発売：オフィス・サンビーニャ

定価：2835 円（税込）

リ
ア
ピ
ス
・
ト
ル
ベ
ツ
コ
イ
は
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
が
旧
ソ
連
か
ら
独
立
し
た
１
９
９
０
年

に
首
都
ミ
ン
ス
ク
で
結
成
さ
れ
た
ロ
ッ

ク
・
バ
ン
ド
。
ス
カ
や
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
、

パ
ン
ク
、
ヒ
ッ
プ
ポ
ッ
プ
な
ど
を
ブ
レ
ン

ド
し
た
、
非
常
に
ポ
ッ
プ
で
親
し
み
や
す

い
サ
ウ
ン
ド
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
。
本
作

は
彼
ら
の
代
表
作
を
集
め
た
ベ
ス
ト
盤
。

ラプソディア

コパチンスカヤ

「ラプソディア」

パトリシア・コパチンスカヤ

発売：エイベックス・

                 マーケティング

定価：2800 円（税込）

パ
ト
リ
シ
ア
・
コ
パ
チ
ン
ス
カ
ヤ
は
、
モ

ル
ド
ヴ
ァ
生
ま
れ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
。

本
作
は
、
ツ
ィ
ン
バ
ロ
ン
奏
者
の
父
と
、

フ
ィ
ド
ル
奏
者
の
母
と
の
共
演
ア
ル
バ
ム
。

彼
女
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ

る
中
東
欧
の
匂
い
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

民
謡
か
ら
現
代
作
品
ま
で
、
情
熱
的
な
演

奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
。

ザ・ラフ・ガイド・トゥ・アフガニスタン

The Rough Guide to Afghanistan

「ザ・ラフ・ガイド・トゥ・

       アフガニスタン」

発売：ライス・レコード

定価：2310 円（税込）

本
作
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
か
ら
、
各
地

方
の
民
俗
音
楽
、
古
典
音
楽
ま
で
を
集
め

た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
音
楽
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
紹
介
す
る
世
界
初
の
編
集
ア
ル
バ

ム
。
ボ
ー
ナ
ス
Ｃ
Ｄ
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
最
も
尊
敬
を
集
め
て
い
る
「
ア
フ

マ
ド
・
シ
ャ
ム
・
ス
ー
フ
ィ
ー
・
カ
ッ
ワ
ー

リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
の
未
発
表
ア
ル
バ
ム

を
収
録
。
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日本チェルノブイリ連帯基金（ＪＣＦ）活動紹介

　日本チェルノブイリ連帯基金（JCF）は 1991 年 1 月に設立されました。1986 年

4 月 26 日に起きたチェルノブイリ原子力発電所の爆発事故の放射能被災地へ、主

に医療を中心として支援活動を展開しています。

　支援開始当初のベラルーシは、深刻な経済状況で、白血病など病気の子ども達は、

十分に治療を受けることができませんでした。衛生

管理もできなかったために、多くの子ども達は感染

症などで亡くなっていました。JCF は、現地の医師

らと話し合いながらプロジェクトを組み、信州大学

などの医療従事者と共に着実な支援活動を続けてき

ました。

　そして 2004 年、活動の支援先はイラクへも広げら

れました。イラクでは湾岸戦争以後に白血病が急増

しています。長期にわたった経済制裁後、新たに起

きた戦争で極端に物資が不足、子ども達の治療もま

まならず、多くのいのちが失われています。

日本イラク医療支援ネットワーク（ＪＩＭ─ＮＥＴ）

　イラクにおける小児がん（おもに白血病）医療支援のためのネットワーク。医

療支援を行っている NGOや関心のある医師たちが、専門性を持ち、過不足のない

支援を（イラクの人々が自分たちできちんとした治療ができるようになるまで）

継続的に続けることを目指して立ち上げた。JCF も構成団体の一員。

website　http://www.jim-net.net/

◆ＪＣＦ会費振込口座

正会員年会費（1口） １０, ０００円

賛助会員年会費（1口） ３, ０００円

郵便振替口座番号 ００５６０−５−４３０２０

加入者名 日本チェルノブイリ連帯基金

◆ＪＣＦ／イラク支援振込口座

血液成分分析機購入、医師招聘研修、薬品購入

郵便振替口座番号 ００５２０−０−８１０７８

加入者名 ＪＣＦ／イラク支援



59

●特定非営利活動法人　

　日本チェルノブイリ連帯基金（ＪＣＦ）	 	
	 〒 390-0303　
	 長野県松本市浅間温泉 2-12-12　　				

	 TEL	0263-46-4218　FAX	0263-46-6229

	 E-mail					asama@jcf.ne.jp

	 Website			http://jcf.ne.jp

第 87 号

発行日　2011 年 4 月 26 日

発行人　鎌田 實

発行所　

　　日本チェルノブイリ連帯基金

イラスト題字 貝原 浩

イラスト  榧野ひかり

  小林裕子

スタッフ 神谷さだ子

 布山みな子

 宮ノ尾秀彦

協力 寺島仁美

 ＪＩＭ─ＮＥＴ

 風樹光

印刷 電算印刷

■編集後記

　　　　販売物紹介

・「チェルノブイリからの伝言」

 ＪＣＦ 編（オフィスエム）1200 円

・「小室等／ベラルーシの少女」
 （8cm シングル盤）1000 円

◆がんばらないレーベルＣＤ

・「ヴラダン・コチ／ふるさと」

 2500 円

・「坂田明／ひまわり」

 2500 円

・「坂田明／おむすび」

 2500 円

Book

CD

ドクターかまちゃんの寒天ゼリー

グランドゼロ読者の皆さま　
東日本大震災、福島原発事故で被災された皆さまに心よ

りお見舞い申し上げます。

今号は、3 月 26 日発行予定で原稿を頂き、編集を進め

ていました。3 月 11 日の東日本大震災、福島原発事故

のために発行が遅れてしまいましたことをお詫びいたし

ます。今回の原発事故について、お伝えしなければいけ

ないことはたくさんありながら、事務局の力及ばず、本

誌が十分な内容にならなかったことを申し訳なく思いま

す。皆さまからのご寄付や支援物資が、被災された方の

力になるよう、努力してまいります。今後とも、応援を

どうぞよろしくお願いします。

『ヨコハマ買い出し紀行』というコ
ミックがある。震災の後、この物語
がしきりに頭をよぎる。物語の舞台
は、「お祭りのようだった世の中」が
終わり、かつて『東の都』と呼ばれ
た場所が、今は海底に沈んでいる近
未来の日本である。しかしその『日本』
に悲壮感はなく、物資の欠乏した世
の中で、人々はむしろ平穏に満ちた
日々を暮らしている。何があったの
か、なぜこうなったのか、物語の謎
は最後まで解き明かされず、どう解
釈するかは読者に任されている。17
年も前に書かれた作品なのに、今の
解釈を私に与えてくれる。3.11 を経
験した私達は新しい物語を紡ぎ出す
ことができるだろうか？　　（布山）

1000 円

 ＊販売物の詳細は事務局にお問い合わせ下さい。



JCF
「日本の皆さんのために祈っています！」「皆さんにはこの危機を乗り越える強さがある」　イラクの子ども達からの応援メッセージ




